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平成３０年９月第３回八街市議会定例会会議録（第３号） 

………………………………………………… 

１．開議 平成３０年９月６日 午前１０時０１分 

１．出席議員は次のとおり 

    １番 山 田 雅 士 
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    18番 小 山 栄 治 

    19番 木 村 利 晴 
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１．欠席議員は次のとおり 

    ５番 服 部 雅 恵 

    ６番 小 菅 耕 二 

………………………………………………… 

１．地方自治法第１２１条の規定による会議事件説明のための出席者は次のとおり 

○市長部局 

・議案説明者 

市 長   北 村 新 司 

副 市 長   鵜 澤 広 司 

総 務 部 長   大 木 俊 行 

市 民 部 長   和 田 文 夫 

経 済 環 境 部 長   黒 﨑 淳 一 

建 設 部 長   江 澤 利 典 

会 計 管 理 者   廣 森 孝 江 
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財 政 課 長   會 嶋 禎 人 

国 保 年 金 課 長   吉 田 正 明 

高 齢 者 福 祉 課 長   田 中 和 彦 

下 水 道 課 長   中 村 正 巳 

水 道 課 長   山 本 安 夫 

・連 絡 員 

秘 書 広 報 課 長   鈴 木 正 義 

総 務 課 長   片 岡 和 久 

社 会 福 祉 課 長   日野原 広 志 

農 政 課 長   相 川 幸 法 

道 路 河 川 課 長   中 込 正 美 

………………………………………………… 

○教育委員会 

・議案説明者 

教 育 長   加曽利 佳 信 

教育委員会教育次長   村 山 のり子 

・連 絡 員 

教 育 総 務 課 長   川 名 弘 晃 

………………………………………………… 

○農業委員会 

・議案説明者 

農業委員会事務局長   梅 澤 孝 行 

………………………………………………… 

○監査委員 

・議案説明者 

監 査 委 員 事 務 局 長   内 海 洋 和 

………………………………………………… 

○選挙管理委員会 

・議案説明者 

選挙管理委員会事務局長   片 岡 和 久 

………………………………………………… 

１．本会議の事務局長及び書記は次のとおり 

  事 務 局 長   岡 本 裕 之 

  副 主 幹   中 嶋 敏 江 

  副 主 幹   小 川 正 一 

  主 査 補   嘉 瀨 順 子 
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  主 査 補   吉 井 博 貴 

  主 任 主 事   武 井 義 行 

………………………………………………… 

１．会議事件は次のとおり 

 ○議事日程（第３号） 

                     平成３０年９月６日（木）午前１０時開議 

    日程第１ 一般質問 
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○議長（木村利晴君） 

  ただいまの出席議員は１７名です。議員定数の半数以上に達していますので、本日の会議

は成立しました。 

  これから本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は配付のとおりです。 

  日程に入る前に報告します。 

  最初に、本日及び明日の欠席の届けが小菅耕二議員よりあり、明日予定の個人質問につい

て取り下げの申し出があり、許可いたしました。 

  以上で報告を終わります。 

  日程第１、昨日に引き続き一般質問を行います。 

  傍聴の方に申し上げます。傍聴人は、傍聴規則第８条の規定により議事について可否を表

明、または騒ぎ立てることは禁止されています。なお、議長の注意に従わないときは、地方

自治法第１３０条の規定により退場していただく場合がありますので、あらかじめ申し上げ

ます。 

  順次質問を許します。 

  最初に、日本共産党、丸山わき子議員の個人質問を許します。 

○丸山わき子君 

  おはようございます。私は、通告順に従いまして、１点目に市民サービスの向上について、

２点目に安全対策について、３点目に災害に強いまちづくりをということで質問をいたしま

す。 

  まず、初めに、市民サービスの向上について。 

  窓口機能の充実について伺うものでありますが、まず、ワンストップサービスの導入につ

いてお伺いいたします。 

市民が１カ所で必要なサービスを受けられる総合的な機能を持った窓口は、市民にとって

簡素化、待ち時間短縮、利便性の向上が期待されます。高齢者、妊婦の方、また障がいのあ

る方が各窓口を回ることが大変困難、こういう方が多くなっています。市民ファーストの視

点で、窓口の改革を行っていくことが求められておりますが、いかがでしょうか、お伺いい

たします。 

○市長（北村新司君） 

  答弁いたします。 

  本市の窓口業務は、来庁者の利用頻度が比較的高いと考えられます課を、第１庁舎及び総

合保健福祉センター１階フロアに集約して配置し、手続きに来られました市民の皆様方の移

動距離や待ち時間を極力少なくしているところですが、内部事務処理の効率化や職員間の連

携、協力の強化を図り、市民の皆様方の負担を減らせるよう、当分の間、現状で改良できる

ことを模索しながら、さらなる指示をしてまいりたいと考えております。 

  なお、現状のスペースでは限界がありますことから、最終的な導線を確保するため、第２
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庁舎解体後の跡地利用等も視野に入れ、市民目線に立った、利用しやすく、スムーズな窓口

サービスが提供できますよう、研究を重ねてまいりたいと考えております。 

○丸山わき子君 

  それでは、第２庁舎建設前提のことだということで、当面はこうしたワンストップサービ

スは導入できないということなのか、その辺についてはいかがでしょうか。 

○総務部長（大木俊行君） 

  今、市長が答弁申し上げたとおり、第１庁舎の１階につきましては、限られたスペースで

あるということでございます。今すぐできるとすれば、まず、通路の確保、今、第１庁舎の

通路はかなり狭くなっておりますので、例えば、カウンターを少し下げて、通路幅を広くす

るとか、あとは各窓口での申請書がございますが、これを共通化にして、１本で、１枚であ

る程度のものがとれるという形をとると。あとは職員が率先して動くようにして、市民の方

がなるべく動く距離を少なくするということを行っていきたいというふうに考えてございま

す。 

○丸山わき子君 

  市の総合計画、これは１０年間にわたってワンストップサービスの推進を図るということ

で、計画には載っているわけですね。もうそろそろ結論を出して、今、言われたように、で

きるところから早期に手を付けていっていただきたいというふうに思います。 

それから、もう１点、窓口機能の充実のところでは、くらし・福祉に関わる初期相談窓口

の設立ということで、市民の方々から「困っているが、どこに相談していいのかわからな

い」、こんな声が挙がっております。低所得者、あるいは離職者対策、ひとり親世帯、ひき

こもり、あるいは自殺、犯罪被害者支援、孤立・孤独死、こういった対策など、市民の「困

った」に応える初期相談窓口の設立を求めますが、いかがでしょうか。 

○市長（北村新司君） 

  答弁いたします。 

市民の皆様方が市役所を訪れる理由は、さまざまでございますが、現在、来庁される市民

の皆様方に対しましては、フロアマネージャーにより来庁者の要望に沿いました適切な担当

課への案内、誘導を行い対応しているところでございます。 

窓口業務につきましては、市民と行政が最初に直接触れ合う点であることからも、大変重

要なことと認識しておりますが、ご質問のくらし・福祉初期相談窓口の設置につきましては、

本市にとりまして、どのような体制が効果的であるか、また、あらゆる業務に精通した人材

をどう確保するかなどの課題もございます。 

また、①の答弁と重複いたしますが、スペースの確保という根本的な課題もございますの

で、第２庁舎解体後の跡地利用、ファシリティーマネジメントの導入も視野に入れながら、

総合窓口とあわせ多面的な研究をしてまいりたいと考えております。 

○丸山わき子君 

  ぜひ、市民の皆さんの「困った」に応える、その対策、積極的にやっていただきたいとい
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うふうに思います。 

  この間の答弁ですと、やはり、次の新たな庁舎建設をしなければならない方向に今は来て

いるのかなというふうに思うわけですが、今後、新たな庁舎建設というのは、計画的には、

今後、どのぐらいの方向で建設を検討されているのか、その辺について伺います。 

○総務部長（大木俊行君） 

  今、市長が答弁申し上げたとおり、第２庁舎の跡地の利用につきましては、検討に入って

いるところでございますが、ただ、規模的な問題もいろいろありまして、例えば、防災拠点

のことであったりとか、今、手狭になっております各課の配置状況等を見ますと、すぐにと

いうわけにはいかないかもしれませんが、来年、平成３１年にはある程度の方向性を付けて、

どうするのかも検討していきたいと考えております。 

  先ほどの初期総合窓口なんですが、これは東京の日野市の方で今現在行っておりますので、

こういう形の先進地の方の視察をして、十分検討していきたいと考えています。 

○丸山わき子君 

  市民にとって、八街市役所に来やすいという、そういう市役所づくりを、ぜひ、早期に目

指していただきたい、このことを申し上げておきます。 

  次に、先ほども総務部長からの答弁がございましたけれども、市民に優しい庁舎をという

ことで、特に本館１階、会計課、納税課への廊下は、大変狭いわけです。車椅子やつえをつ

いて歩くのに大変困難な状況にあります。高齢者、それから障がい者の方、妊婦さんなど、

さまざまな方が利用するにあたり、幅や機能を確保すべきであるというふうに思います。 

  これは早期に実施していただきたいと思いますが、その点、いかがでしょうか。 

○市長（北村新司君） 

  答弁いたします。 

  第１庁舎の１階につきましては、サービス業務の拡大や、課の増設により十分な通路スペ

ースを確保すことができず、来庁された皆様方の移動にご不便をおかけしております。 

ご質問の移動しやすい空間の整備につきましては、現状では、各課の配置を変更すること

は大変難しいため、書棚の整理やレイアウトを再検討するなどして、有効幅を確保できるよ

う努力してまいりたいと考えております。 

○丸山わき子君 

  ぜひ、市民が利用しやすい市役所ということで、早期に対応していただきたい、そのこと

を申し上げておきます。 

  次に、多目的トイレの充実であります。 

  現在も障がい者が利用する多目的トイレがあるわけですけれども、特に今回は大腸や膀胱

の手術によって人工肛門や人工膀胱となった方、この方々のトイレについて、私、質問する

ものであります。 

  今、こういった人工肛門や人工膀胱になった方々は、全国では２０万人から３０万人いら

っしゃるということのようです。外出時のトイレは大変苦労されている。その処理を容易に
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できる対応をするトイレがオストメイトというトイレです。 

庁舎内の多目的トイレにオストメイト対応のトイレの設置を求めるわけですが、いかがで

しょうか。 

○市長（北村新司君） 

  答弁いたします。 

  多目的トイレは、第１庁舎、総合保健福祉センター及び第４庁舎に各１カ所ずつ設置して

おります。 

各トイレともバリアフリー対応となっておりますが、特に第１庁舎の多目的トイレにつき

わきましては、設備等の老朽化が著しいことから、早期の改修が必要と考えておりまして、

男子トイレの改修も含めて計画してまいります。 

○丸山わき子君 

  ぜひ、障がい者の方が外出にあたっては、大変困難を抱えての外出となっておりますので、

そういう点では積極的な早期の対応をお願いしたいと。 

それとあわせて、今後は避難所となる公共施設、こういったところにも、こうしたオスト

メイト対応のトイレを設置していっていただきたいと、こういう計画を、ぜひ盛り込んでい

ただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○総務部長（大木俊行君） 

  今、ご指摘のありました避難所も含めて、市役所、公共施設のトイレにつきましても、今、

和式がほとんどでございます。和式は洋式化の方にやはり改善しなければ、高齢者の方等の

利便性の向上にならないということもありまして、それも含め、あと、避難所の方も、そう

いう意見もいただいておりますので、早期に洋式化、洋式の方にしていきたいというふうに

考えております。 

○丸山わき子君 

  今後いつ襲ってくるかわからない災害に対して、早期な対策、対応をお願いするものであ

ります。 

  次に、大きな２番目、安全対策についてであります。 

  今回、１点目には、八街市の南口についてであります。 

駅の南口につきましては、朝夕の通勤通学時間帯は、送迎車やバス、タクシーなどで混雑

し、歩行者と車が錯綜し、大変危険な状況となっております。 

それで、まず、１点目に、ロータリー内での歩行者の安全確保についてであります。ロー

タリー内では、明確な横断歩道がないため、大変危険であり、横断歩道の設置を求めるわけ

ですが、いかがでしょうか。 

○市長（北村新司君） 

  答弁いたします。 

  八街市駅南口からおりる歩行者が、市で考えている通行部分を通らずに、ロータリーやバ

スバースを横断する事例を聞いております。 
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市としましては、車両通行部分を横断するため、これらの駅利用者の安全確保を目的に、

以前から横断部分を明確にするため、歩道と同じ色で横断帯の整備を行っております。 

なお、昨年度、横断部分を明確にするため、この部分の両脇に白線を設置したところでご

ざいます。 

○丸山わき子君 

  しかし、そこには車が止まっている。歩行者の邪魔になるというようなことで、本当に歩

行者が優先されるところだよということが確認はできないわけですね。確かに白線が入って

いますけれども、そういう点では、歩行者の安全確保、これを図っていくべきではないかな

と。再度検討はいただけないものかどうか、お伺いいたします。 

○建設部長（江澤利典君） 

  議員がおっしゃるとおり、現状では白線を引いただけということになっておりますけれど

も、先ほど、市長から答弁がありましたように、バスバースを入り口手前に、幅員４．７メ

ートルの歩行者用の横断できる箇所を昨年９月に白線を引いて整備をしたところでございま

す。 

  また、通常の横断歩道と同様に横断部分、今、白線を引いた横断部分に横にラインを引く

ことを、佐倉警察署の方には確認しております。用地がＪＲ用地であることから、承諾をい

ただければ、白線を引くのは問題ないということでございましたので、早速担当の方でＪＲ

に確認したところ、引いても差し支えないということを回答いただいておりますので、予算

の関係もございますが、今後、ラインを引くという方向で考えたいというふうに考えていま

す。 

○丸山わき子君 

  市民の安全対策、積極的に対応していただきまして、ありがとうございます。 

次に、送迎車の駐車スペースの確保なんですけれども、八街市は、土地柄、駅までの車の

送迎は欠かせません。今、八街南口駅前の駐車というのは、いろんなところに車を止めて混

雑が大変な状況となっております。 

ぜひとも、駐車スペースの確保を求めるものなんですが、いかがでしょうか。 

○市長（北村新司君） 

  答弁いたします。 

  送迎車の駐車スペースの確保につきましては、現在、八街駅南口ロータリー内においては、

公安委員会と協議の上、全面駐車禁止としております。 

また、駐車スペースはございませんが、一部分につきましては、送迎車に対して乗降場を

設けてございます。 

なお、新規に駐車スペースを設置するためには、多くの時間と費用がかかるため、現在の

市の財政状況を考えますと、大変厳しいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと思

います。 

○丸山わき子君 
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  南口が大変危険なまま、財政が厳しいから、これは手が回らないという、それは私は大変

残念なことになると思います。 

それでお伺いいたしますのは、今、南口にある第１から第５駐輪場の利用可能台数、また、

第１駐輪場の利用可能台と３年にさかのぼって利用状況をお伺いいたしますが、いかがでし

ょう。 

○建設部長（江澤利典君） 

  第１駐輪場、利用登録数ということでご説明いたします。第１駐輪場、これについては全

体でラック数が１千５００ございます。そのうち利用台数としては、平成２７年で４８２、

平成２８年度が４７８、平成２９年度が４５０と、若干減ってきているような状況でござい

ます。 

  第５の方は。 

○丸山わき子君 

  第１から第５、何台利用可能か。 

○建設部長（江澤利典君） 

  第２自転車駐輪場については５００台、第３が５９０、第４が１４０、第５が５９８、榎

戸は別として、南口だけですね。 

○丸山わき子君 

  今、部長からの答弁がございました。全部で第１から第５の駐車可能台数は、全部で足し

ますと３千１３２台ということですね。 

第１だけの状況を見ますと、これも１千５８９台利用可能なんですが、実際には、平成２

９年度４６２台、その利用状況というのは２９．３パーセント、３０パーセントを割ってし

まっているんですね。 

こういった駐輪場をそのまま置いておくということは大変無駄ではないかと。これは駐車

スペースとして効率的な運用を求めたいというふうに思いますが、いかがでしょうか。 

○建設部長（江澤利典君） 

  丸山議員はご存じのように、ロータリーはＪＲ用地、バスプールは私有地ということにな

っております。これも規則を改正して、駐車スペースということも考えられますけれども、

管理責任とか、その辺も市として発生することも考えなければなりません。 

  したがいまして、区画整理事業とか、そういう大きな開発、改良ということを実施すると

いうことであれば、検討はできると考えておりますけれども、現状の用地と施設の中では、

大変、今は難しいのではないかと考えております。 

しかしながら、担当といたしましては、先ほど言った自転車駐輪場の稼働率、その他用地

も含んだ中での南口の今後の利用方法について、今後、検討・研究したいというふうに考え

ております。 

○丸山わき子君 

  本当に駐輪場の利用状況というのが３０パーセント以下になっていると。ガラガラなんで
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すね。片や、一方では、迎えに来た車の置き場所がなくて大変混雑していると。バスも大変

通りづらそうに通る。そういうような混雑した状況があるわけですから、やはり、今、使わ

れていない駐輪場を、大変残念ですけれども、撤去して、駐車場のスペースにしていく、効

率的な検討をぜひ進めていただきたい。 

市長にお伺いいたします。 

こういった使われていない施設をそのままにして放置しておくというのは、大変もったい

ない話です。市民が、今、必要なものに対して積極的に対応していく必要があるというふう

に思いますが、市長、いかがでしょうか。 

○市長（北村新司君） 

  丸山議員の大変貴重なご意見でございますけれども、駐輪場をご利用している市民の皆様

方もございます。その方々の気持ちも十分考えながら、先ほど、担当の部長からお話がござ

いましたとおり、駐車スペースにできるかどうかにつきましては、研究をしてまいりたいと

思っております。 

○丸山わき子君 

  私は、全部駐輪場を取っ払ってしまえと言っているわけじゃないんです。駐輪場を必要な

方もいるわけですから。しかしながら、１千５００台は要らないと。実際には５００台弱の

方しか使っていないわけですから。それは臨機応変に対応する。これが効率的な公共施設の

使い方ではないかというふうに思いますので、積極的な対応をお願いするものであります。 

それから、いま１つ、南口に関しまして、南口のロータリーは、大変狭い。でき上がった

ときから大変狭くて、傾斜しており、造られてすぐ、これはいつ解消しますかというような

一般質問があるぐらい、大変でき上がったときから疑問を持つ駅前だったわけですので、こ

ういった認識は当然行政側にもおありかと思います。 

今、早急に必要なのは、障がい者専用の駐車場のスペースがないわけです。これは安全の

確保をすべきではないかというふうに思いますが、いかがでしょうか。 

○建設部長（江澤利典君） 

  障がい者の方々の乗降が不便であるということだと思いますけれども、南口のロータリー

の箇所は、一般車両乗降専用箇所に一部切り下げをした箇所がございますが、北口のように

車椅子専用の乗降場ではございませんので、その辺につきましては、今後、警察、また並び

に公安委員会とも協議しながら、現状の用地の中で、どのような方法があるか、再度検討し

たいというふうに考えております。 

○丸山わき子君 

  ぜひ、積極的な対応をお願いしたいと思います。 

次に、道路整備についてであります。 

これは八街西街道路の交差点です。農協からと富山方面から市役所に来るぶつかったとこ

ろです。この間も拡幅等の質問等はございましたが、なかなか市独自では対策、対応はとれ

ないというようなことでありました。 
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しかしながら、あそこの混雑と安全対策の点で、私、今回、取り上げるわけですけれども、

踏切で遮断器がおりますと、幅員が狭いために富山方面から市役所に進む車がスムーズに動

けなくなってしまう。それは車だけではなくて歩行者、自転車に乗る方もそうなんですけれ

ども、中央グラウンドのブロックがせり出しているんですね。歩道がぶっつりとなくなって

いるという大変危険な状況となっています。 

この改善を求めるわけですが、いかがでしょうか。 

○市長（北村新司君） 

  答弁いたします。 

  ご質問の箇所につきましては、道路と軌道とが近接しており、変則的な交差点であるため、

通行の安全を図る道路改良を実施するためには、大規模な工事が必要となります。 

踏切により、大きな車両が停止していますと、直進する車両が通過しづらいことや、歩行

者や自転車も通行が困難であることは把握しております。 

今後、隣接する中央グラウンドの機能を損なわずに道路用地とすることにより、少しでも

安全対策ができるか、関係機関と協議を行いまして研究してまいりたいと考えております。 

○丸山わき子君 

  いま１つ、市営グラウンドは、ブロックで土留めをされているわけですね。安全性の確認

はされているのかどうか、その辺、どうでしょう。 

○教育次長（村山のり子君） 

  今回の大阪での事故、そういったことも含めまして、このようなことがあってはならない

と考えております。 

  中央グラウンドのブロック塀につきましては、職員による目視での確認をしておりました

が、建築士による点検はまだしておりません。今後、八街市教育施設長寿化計画策定業務を

ただいま実施しているところでございますので、その中で中央グラウンドのブロック塀につ

いて、年内に専門家による点検・分析を行った上で対応してまいりたいと思っております。 

また、今、市長の方から答弁がございました道路改良ということでございますけれども、

その工事を計画するにあたっては、それぞれがともによりよい方向で環境を整えていきたい

と考えております。 

○丸山わき子君 

  グラウンドの外側には木が植わっています。ブロックをどう見ても押しているのではない

かと、私は見ております。ある専門家に見てもらいましたら、やっぱり根っこが押している

んじゃないかなと、そのようなお話を伺いました。それと、やはり、ブロックのつなぎ目に

は亀裂が入っている。つなぎ目に亀裂が入っていますというようなことですので、もうブロ

ックでの土留めは限界であるというふうに思います。 

これは、早期の改修とともに、道路拡幅をし、歩道の確保が必要ではないかというふうに

思います。そういう点でも、建築部長、お願いいたします。 

○建設部長（江澤利典君） 
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  先ほど、市長答弁にありましたように、最初に戻りますけれども、富山の方から向かって

きた車両が踏切を横断するときに右折レーンに入って停車します。それが停車しているとき

に、その外側を通過して市役所方面に向かう車両がありますが、大型が停車してると、外側

を通過することができなくなり、渋滞の原因につながっているということは認識しておりま

す。 

また、ご指摘のとおり、中央グラウンドの外側のブロックと車道との間が狭く、歩行者の

安全が確保されていないというのが、今の現状かなというふうに考えております。 

道路管理者、市といたしましては、現地は一度調査しましたけれども、歩行者の安全を確

保するためには、中央グラウンドの内側のフェンスと市道側のブロック塀との幅員がありま

すので、電柱の移設、また、木の移設等も含めて、道路改修が可能かどうか、今後、教育委

員会との協議もありますけれども、検討したいというふうに考えているところでございます。 

○丸山わき子君 

  この場所は、ブロックで土留めをしているという大変な問題があり、それから、歩道の拡

幅がされていないという安全性の面、二重の危険性があるわけで、積極的な対策をお願いし

たいというふうに思います。 

次に、３番目に、災害に強いまちづくりということで、ブロック塀・擁壁強化の対策につ

いてお伺いするものであります。 

小中学校・幼稚園、保育園のブロック塀の点検と対応についてであります。 

６月１８日、大阪府北部で発生した最大震度６弱の地震で、学校のブロック塀の倒壊によ

り痛ましい事故がありました。国は全国の自治体に点検を指示しブロック塀の調査を行わせ

たわけですが、本市の小・中学校、幼稚園、保育園、また、通学路の状況と対応をお伺いす

るものであります。 

○教育長（加曽利佳信君） 

  答弁いたします。 

  八街市の小学校９校、中学校４校、幼稚園３園、保育園６園のブロック塀等の点検を実施

したところ、現行の建築基準法に適合しないブロック塀が八街南中学校に１カ所確認されま

した。場所は、敷地の南東で、道路には面しておらず、かつ、通常、生徒等が立ち入ること

がない場所です。 

  対策につきましては、現行の建築基準法に適合させる工事の発注準備を進めており、今後、

速やかに実施してまいりたいと考えております。 

  また、その他ブロック塀等で、経年劣化による老朽化等で何らかの対策が必要なものは、

実住小学校では土留めブロック１カ所、八街中学校では門柱２本、八街保育園では門柱２本、

交進保育園ではブロック塀２カ所を確認されました。 

  これらのブロック塀及び門柱につきましては、安全を確保するため、現在、補強または改

修工事等の発注準備を進めているところであり、今年度中に工事を実施してまいりたいと考

えております。 
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  また、通学路につきましては、県よりブロック塀の再調査をするための把握作業の依頼が

あり、その対象は、小学校を中心とした概ね半径５００メートルの区域内で、高さが１．２

メートルを超えるものでありました。 

  これを受けまして、市では、職員による現地調査を行い、県に報告したところであり、県

では、この調査結果に基づいて対応を検討中であると、担当課より聞いております。 

  なお、各学校においては、通学路の安全点検を学期ごとにブロック塀に限らず実施してお

ります。 

○丸山わき子君 

  今、教育長の方から、それぞれ八街南中学校、実住小学校、八街中学校、八街市保育園、

交進保育園の補強に関して、既に対策をとっているというような答弁のようでありますが、

特に実住小学校、八街中学校、それから、八街保育園、交進保育園につきましては、今年度

中ということで、大変幅があるわけです。これは早急に対応すべきではないかなというふう

に思いますが、これは今年度中なんていったら半年後もあるわけですから、今年、あるいは、

せめて１０月いっぱいぐらいには対応策はできないんだろうか、その辺についてはいかがで

しょうか。 

○教育次長（村山のり子君） 

  八街南中学校等教育委員会が関わっているところでございますけれども、発注の準備をし

ておりますので、早々にできると考えております。 

○丸山わき子君 

  では、保育園については、どのような対応になっているのか、それは早急な対策になって

いるのかどうかお伺いします。 

○市民部長（和田文夫君） 

  交進保育園並びに八街保育園の一部改修につきましては、予算確保でき次第、早急に実施

したいと考えております。 

○丸山わき子君 

  予算の確保ができ次第ということは、どういうことか。これはやっぱり危険があるという

ことで点検されたわけですから、予算が確保ではなくて、予算をいかに確保するかというと

ころじゃないかなというふうに思うんですが、早急な対策ができるのかどうか、それについ

てもう一度お伺いします。 

○市民部長（和田文夫君） 

  職員の方がもう確認しておりますので、早急に対応したいと思います。 

○丸山わき子君 

  ぜひ、子どもたちが犠牲になるというようなことのないような対策を早急にとっていただ

きたい、このことを再度申し上げておきます。 

それと、ブロック塀のことなんですけれども、小学校半径５００メートル以内のブロック

塀について調査したと。その結果、３００カ所のブロック塀があったという結果のようです
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けれども、その中でどれぐらいの危険なブロック塀があったのか、そこまでは調査されてい

るのかどうか、その辺についてどうでしょうか。 

○教育次長（村山のり子君） 

  危険の件数というところでございますけれども、４４カ所というふうに把握しました。 

○丸山わき子君 

  この４４カ所のブロック塀に対しては、今後、どのように対応されるのか、お伺いいたし

ます。 

○教育次長（村山のり子君） 

  職員による目視での調査でしたので、今後、具体的なことはこの後になろうかと考えてお

ります。 

○丸山わき子君 

  せっかく調査し危険であるということがわかっているわけですから、当然、これは民間の

ブロックですよね。民間の個々のおたくに協力をお願いしていかなければならないのではな

いかというふうに思います。 

  それと、あとは、子どもたちのブロック塀に対する危険箇所については、今回は小学校、

中学校の半径５００メートル以内だけしか調査していないわけですけれども、子どもが家か

ら学校に向かう通学路全てが安全策が盛られていないければならないんじゃないかなという

ふうに思いますけれども、そういった調査は、今後されるのかどうか、その辺についてお伺

いいたします。 

○建設部長（江澤利典君） 

  小学校５００メートル範囲ということで、今回は調査をさせていただいております。その

ほか、緊急輸送道路、当然、通学路のところにもなっているところもありますけれども、国

道１２６、４０９、千葉八街横芝線、成東酒々井線、この部分についても目視ではございま

すけれども、７月に調査をしているところでございます。 

○丸山わき子君 

  こういった緊急輸送路沿いのブロック塀というのも１つ必要ですし、やはり、子どもたち

の家から出て学校まで全部の危険箇所の把握、これは各学区でやっているんだということで、

先ほど、教育長が言われましたけれども、教育委員会もどこの道路にどのような危険なブロ

ックがあるのかという把握は必要ではないかというふうに思いますけれども、その辺につい

ては、再度、どのように把握されていくのか、お伺いいたします。 

○教育長（加曽利佳信君） 

  お答えいたします。 

  先ほどの答弁の中にもありましたけれども、各学校においては、月１回の通学路の安全点

検を実施しております。 

それ以外にも各学校では、１０日を安全点検の日として設けておりますので、教職員の点

検になりますけれども、校舎内、そして校舎外を含めた点検をしております。 
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  それとはまた別に、交通安全プログラムという対策がございまして、教育委員会、学校、

そして関係所管一堂に会して、通学路の安全を確保する、これは主に交通安全が主になるん

ですが、その中でブロック塀等も今後意識しながら、そのプログラムの中でも関係部署と連

携をとりながら安全を確保してまいりたいと考えております。 

○丸山わき子君 

  私は、二度と子どもが犠牲になるような危険なブロック塀については、本当に積極的に対

応すべきであるというふうに思います。 

それで、２点目に、ブロック塀の撤去・補強・改修への補助について質問するものであり

ます。 

各地で地震が相次ぐ中で、補強が不十分なブロック塀の危険性が改めて表面化しているわ

けです。特に通学路、緊急輸送路沿いの民間ブロック塀の補修・改修は喫緊の課題だという

ふうに思います。 

先ほども小中学校半径５００メートル、約３００カ所のブロック塀の調査があったわけで

すけれども、そのうち４４カ所危険なブロック塀があったと。この先、なかなか進まないわ

けですね。民間の方に危険ですから撤去してくださいと、補強してくださいとは、なかなか

言いづらいというふうに思います。 

やはり、こういった補強・改修をしていくにあたっては、補助で安全対策を促進すること

が必要ではないかというふうに思うわけですが、市長は、その辺については、どのようにお

考えでしょうか。 

○市長（北村新司君） 

  県のブロック塀再調査の把握作業の依頼を受けました。市といたしましても、県の調査に

協力することが最優先でございまして、その際、危険と判断されたブロック塀等につきまし

ては、しかしながら、個人の財産でもありますので、県の指導により適切に指導してまいり

たいと考えております。 

また、本市におきまして、ブロック塀等の撤去等に要する費用の補助制度がございません

ので、先進事例を把握し、調査・研究してまいりたいと考えておりますし、実は先般、県に

問い合わせしましたところ、国に対して国費で市町村の補助制度の創設はできないかという

ことで、国の方へ対応を要望しているということだけは伺っております。 

○丸山わき子君 

  国交省が大阪の事故を受けて、６月２５日に、ブロック塀撤去支援に使える交付金の通知

を出しているわけです。国の交付金の補助率は地方負担の２分の１というふうに、こういっ

た通知を出しているわけで、こうした補助制度の活用で、市民への安全対策を促すことがで

きるのではないかと。大いにこうした補助金を活用して、積極的に民間のブロック塀の補強、

あるいは改修へ、八街市も全力で対応すべきであるというふうに思います。 

市長、いま一度、答弁いただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○市長（北村新司君） 
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  ただいま、丸山議員からお話がございましたとおり、市民の安心・安全、そして、そうし

たことは大変最優先であるというふうに考えております。 

先ほど、答弁いたしましたけれども、県も国に対して国費での市町村の補助制度の創設な

どを要望しているということでありまして、私どももしっかり国の考え方、国交省のそうし

た情報を十分注視しながら、努力してまいります。 

○丸山わき子君 

  もう既に６月２５日にはブロック塀撤去支援についての通知が出ているんじゃないの。何

で今頃、県が、国がという話になるんでしょうかね。 

やはり、その辺をきちんと確認していただいて、国の方はそういった補助を出すからと言

っているわけですので、積極的な対策をしていただきたいと、このことを再度申し上げます。 

それから、最後に、高齢者・障がい者世帯の安全対策の推進についてであります。 

  地震による家屋の倒壊、家具類等による圧迫死は、最も多い死亡原因の約９割を占めてい

るということで、地震のたびに家具の固定の重要性が認識されているところだというふうに

思います。 

  まず、安全策の支援ということで、大規模な地震の発生が懸念されております。減災対策

として、高齢者・障がい者世帯への家具転倒防止金具の無償支給、あるいは取り付け支援を

求めますが、市長の見解を伺います。 

○市長（北村新司君） 

  答弁いたします。 

  本市では家具転倒防止策の支援につきましては、現在実施しておりませんが、八街市社会

福祉協議会におきまして、平成２３年度、平成２４年度に「歳末助け合い運動」の寄附金を

活用いたしまして、家具転倒防止器具をひとり暮らし高齢者の方々を対象として、平成２３

年度は３４８件、平成２４年度２８７件配付した経緯がございます。 

  災害対策における基本的な考えとしましては、自助・共助・公助の面から、市民の安全を

守るためには、市民一人ひとりが日頃から自分の身を守るための自助の取り組みと、自分た

ちの街は自分たちで守るための共助の取り組みを実践していくことが大変重要であり、その

ためには自助・共助の重要性を市民に理解していただく必要がございます。 

このような基本的な考え方はございますが、配慮を要する高齢者、あるいは障がい者に対

する減災対策としての支援につきましては、今後、十分、調査・研究してまいりたいと考え

ています 

○丸山わき子君 

  県内の１８自治体のこうした家具転倒防止金具の無償支給、あるいは取り付け支援を行っ

ているわけです。印旛郡市では、四街道市、佐倉市、富里市、酒々井町、八街周辺の自治体

ほとんどが対応しているんですね。やはり、こういった減災対策を積極的に取り組む、これ

は必要ではないかなというふうに思います。 

先ほど、社会福祉協議会が平成２３年、平成２４年、ひとり暮らしのご家庭に対してこう
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した支援を行ったと。約６３０個ですよね。対応しているようですけれども、今、八街市、

平成２７年の国勢調査ではひとり暮らしの世帯、高齢者世帯、５千３００世帯あるわけです。

約２割になる。今、社会福祉協議会で対応した取り組みでは、まだまだ減災対策といっても、

ほんのごくごく一部でしかないわけです。そういった点では印旛郡市の近隣自治体で積極的

に取り組んでいるように、こうした取り組みを求めるものでありますが、市長、再度、この

辺についてお伺いいたします。 

○市長（北村新司君） 

  先ほども基本的な考え方を申し上げたところでございますけれども、配慮を要する高齢者、

障がい者に対する減災対策、これは八街市としても非常に重要であるというふうに考えてお

ります。今後とも十分検討しながら、前向きに進めてまいりたいと考えています。 

○丸山わき子君 

  先だっての大阪の地震は６弱だったんですね。八街市の防災アセスメント調査報告、ここ

では八街市は６弱を想定しております。その中で全壊倒が１９７戸だというような、全壊倒

がですね。これは家具の転倒、家具が倒れてくる。こういったケースはかなり多いはずです。  

私は６弱では到底足りないというふうに思いますけれども、設定がね。かなり多いはずです

から、これも早期に、検討しているうちに地震が来てしまっては困るわけです。積極的な対

策、対応を求めるわけです。 

  そういった点では、高齢者世帯、障がい者の世帯も含めるわけですけれども、特に障がい

者の６割が６５歳以上であるということなんです。これも高齢化がどんどんと進んでおりま

す。 

そういった点で、高齢者の世帯を地震から守る、その積極的な対策を、ぜひ、求めるもの

であります。 

そういう点で、市長のこれからの減災対策の大きな柱にしていただきたい、このように思

いますが、再度、答弁いただきたいと思います。 

○市長（北村新司君） 

  実は先般、福祉フェアがございまして、磁気ループを八街市も参加したということで、障

がいのある方から、隣町から八街市へ引っ越してきたというようなお話を伺いました。八街

市は、障がいのある人もない人も大変配慮がある街だと聞いて、八街市に引っ越してきたん

だと。その話を聞いて、私は大変うれしく思ったところでございます。 

  そうした気持ちを抱いていただけるような街づくりにしてまいりたいと考えております。 

○丸山わき子君 

  市民の誰もが、これからも八街市は安心して暮らせるという街づくりのために、ぜひ、職

員の皆さんも全力で取り組んでいただきたい、このことを申し上げまして、私の質問を終わ

ります。 

○議長（木村利晴君） 

  以上で日本共産党、丸山わき子議員の個人質問を終了します。 
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  会議中ではありますが、ここで１０分間の休憩をいたします。 

（休憩 午前１０時５３分） 

（再開 午前１１時０３分） 

○議長（木村利晴君） 

  再開します。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  報告します。林政男議員より一般質問をするにあたり、参考資料の配付依頼がありました

ので、配付しておきました。 

  以上で報告を終わります。 

  次に、やちまた２１、林政男議員の個人質問を許します。 

○林 政男君 

  質問に入る前に、昨日もそういうようなお話がありましたけど、台風の災禍に遭われた

方々に心からお見舞いと哀悼の意を表したいと思います。 

台風２１号も関空があのような状態で、大変象徴的な出来事だと思っておりましたが、今

日は北海道で震度６強の地震があったということで、大変日本列島は災害がいつあってもお

かしくない状態になっております。 

そういうことも私の質問の中にありますけども、踏まえて質問してまいります。よろしく

ご答弁をお願いします。 

  それでは、通告に基づきまして質問させていただきます。 

  私の質問は、平成３０年８月２２日、一般質問締切の時点で作成したものでございますの

で、その後、かなり変化が生じております。その辺を考慮に入れながらお聞きいただきたい

と思います。 

  質問の第１は、教育環境の改善についてであります。 

  近年、夏の気温は異常気象というよりは当たり前の状況となっております。地球温暖化が

原因と言われております。その影響をもろに受けているのがお年寄りと子どもたちだと思っ

ております。 

教育面では、子どもたちが大変心配です。夏の外の体育の授業の体感温度は４０度を超え

ております。その後の授業はぐったりしてしまって授業にならないと聞きました。また、授

業後、エアコンの効いた部屋で休憩すると、体力の回復は著しいとも聞きました。 

現場の声を総合的に判断すると、子どもの健康面、あるいは学力向上を目指す上では、夏

季のエアコンは必須、不可欠と言えます。 

市は、先の定例記者会見で、当初計画を見直して２０１９年、明年８小学校のエアコン整

備、２０２０年に４中学校の整備を進める補正予算を９月議会に上程するとプレス発表いた

しました。また、翌日の千葉日報朝刊に「八街市エアコン整備」の記事を拝見したときは、

素直にうれしいと思いました。 

そこで、これらの政策の、ある面、変更があったわけですけれども、その決断の経緯につ
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いて、また、市長はかねてからエアコンの必要性は十分認識しながら、財政の問題からちゅ

うちょされておりましたけれども、今回の決断に至った経緯をお聞かせいただきたいと思い

ます。 

質問の第１に、エアコン整備の前倒しについて、学校施設環境改善計画の前倒し整備は可

能かと、まず、この１点についてお伺いをいたします。 

○教育長（加曽利佳信君） 

  答弁いたします。 

  代表質問３、京増藤江議員に答弁したとおり、当初予定していた計画を１年前倒しし、来

年度に小学校８校、平成３２年度に中学校４校の空調設備設置工事を行い、全ての小中学校

の空調設備設置完了を目指し進めてまいりたいと考えております。 

○林 政男君 

  予てこの本会議の答弁では、今おっしゃられた毎年整備じゃなくて、もう１年後の整備だ

ったんですけど、ここに変わった経緯については、どのような経緯で変わったんでしょうか。 

○教育次長（村山のり子君） 

  お答えいたします。 

  昨日の答弁と重なるようなところもあると思いますけれども、本年の異常な猛暑による児

童・生徒の健康、そして学習環境、それで小学校を先にしたというのは、小学生の体力的な

ところを考慮してということで、計画は前倒しになったところでございます。 

○林 政男君 

  エアコン整備については、次のあれで出てきますけれども、１７億円近くのお金がかかる。

これは教育委員会だけではなかなか決断ができなかったんじゃないか。これは市長の判断が

かなり大きく働いていると、私は認識しておりますけれども、市長、この決断に至った経緯

は、千葉日報で拝見すると、保護者、父兄、あるいは議員からの要望がかねてからあったか

ら私は決断したというようなことを拝見しましたけど、エアコン整備に関して、市長の思い

をお聞かせください。 

○市長（北村新司君） 

  実は記者会見でも報道の皆様方に申し上げたところでございますけども、かねがね、私は

子どもたちの学習環境改善は、ずっと思っていまして、特に暑い時期の学習については、こ

の猛暑だと大変弊害があるというふうに感じておりましたし、早く導入したいという思いは

ありました。 

  しかしながら、財政状況、いろいろございまして、今年度、川上小学校にエアコンを設置

したところでございます。その状況を見ながらと思っておったところでございますけども、

先ほど、村山次長が発言したように、今年度の猛暑を鑑みまして、１年前倒ししようという

ことを決断し、先般の記者会見で、９月議会に提案するということを発表したところでござ

います。 

○林 政男君 
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  次に、学校教育改善施設交付金という国の制度があります。現行３分の１でございま

す。これについて何か２分の１という話もお聞きしましたけれども、定かではありませ

んので、現行の３分の１について適用になるかどうか、採択になるかどうかをお聞きし

ます。 

○教育長（加曽利佳信君） 

  答弁いたします。 

  国の学校教育施設改善交付金については、千葉県が文部科学省に確認したところ、現状、

整備額の２分の１になる補助制度の情報はないとのことでした。 

  国庫補助制度については、今後も国の動向に注視してまいりたいと考えております。 

○林 政男君 

  総額１７億円と言われておりますけども、万が一、施設改善交付金の適用採択が受けられ

なかった場合は、多分、市債対応になるかと思うんですけれども、今回、補正で設計業務を

含めて３千５００万、一般会計の補正予算で計上されております。これで来年１９年度に入

れるとなると、一気にそれだけの施設整備のお金がかかると思うんですけれども、財政的に

１年前倒しで、財政課長、これ、財政面で大丈夫と踏んだからゴーサインを財政課としては

出したと思うんですけども、この辺、いかが。万が一、３分の１の交付金が得られたなかっ

た場合、全額市単独の経費になりますけども、その辺はいかがですか。 

○財政課長（會嶋禎人君） 

  今のところ、まだ要望を出している段階ですので、採択されるかどうかは、今のところ白

紙の状態、全くわかりません。 

  今、手を挙げているというか、申請しているものについても、平成３１年度の予算に関わ

るものでの申請と聞いておりますので、今後、何か急転しない限り、平成３０年の国の補正

というところの扱いというのは、ないのではないかというところが確認をとれています。 

  それで、万が一、これが平成３１年度採択されないということになれば、今、林議員がお

っしゃったとおり、起債対応ということにならざるを得ない。ただ、その起債について、今、

財政課財政班の中では、どういったものがあるのか、単純に今ある大規模改造的な起債のみ

でしか対応していただけないのかを県・国を通じて、今、確認をとっているところでござい

ます。 

○林 政男君 

  それほど、私は、この決断には勇気が要ったんじゃないかと思います。現に、川上小学校

の空調設備をしているわけですけれども、これは採択の申請をして却下されたわけですよね。

だから、今、川上小学校のエアコン整備は、市単でやっているわけです、市単独の予算で。

このままいくと、１７億の金が丸々八街市にかぶってくるというか、大変になる。それを踏

まえて決断されたわけですから、大変、そこは勇断だというふうに判断をしています。 

  今回、３千５００万で設計業務の発注が今議会で可決された場合、どの辺で発注されて、

設計業務が上がってくるのはいつ頃だというふうに認識されておるんでしょうか。 
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○教育次長（村山のり子君） 

  設計業務の完成は１月から２月ぐらいになろうかと思います。 

○林 政男君 

  なぜ、この質問をしたかというと、市原市、君津市、あと鴨川ですか、この辺も全部

来年一気にエアコン整備を進めるというふうに出ておりました。また、近いところでは

白井市、白井市も２０１９年にエアコンを整備するというふうなプレス発表がございま

した。 

一般的な感覚ですけども、このように一斉にエアコン整備が進んだ場合、果たしてこ

ちらの計画どおり……。今、私が聞いている限りでは来年の８月いっぱいまで整備する

ということですけれども、設備する機具とか、その辺の憂いというのは何もないんでし

ょうか、実際もう確保できる、その見通しは大丈夫でしょうか。 

○教育次長（村山のり子君） 

  全国的に一斉に発注というようなことになれば、また、その辺のことも懸念されますので、

こちらとしても、なるべく早く対応したいと考えております。 

○林 政男君 

  そうすると、先ほどの話だと、１月いっぱいぐらいに発注業務は完了するということなの

で、その結果が出るということなので、年度内発注も可能というふうに判断してよろしいん

でしょうか。それでなければ、８月いっぱいはなかなか厳しいという、年を越しちゃうと、

明許繰越も含めて、その辺、前倒し前倒しでいかないと、こちらの目論どおり、来年の夏休

みいっぱいに入らない懸念があるんですけども、皆さん、もう一斉に期待していますから、

これだけ発表されて、やってくれるというふうに信じていますから、その辺のタイムスパン

的な面は大丈夫なんでしょうか。 

○教育次長（村山のり子君） 

  現在のところ、年度がかわって早々にというような形で、今、検討しております。 

○林 政男君 

  当初のロードマップはそうなんでしょうけど、今、お話があったように、全国的にそ

ういうことがあると大変です。でも、今、教育委員会で把握している限りは、千葉県が

文部科学省に提出するというか、申請する学校教育改善交付金の申請の中には、例えば、

お隣の佐倉市も含めて、印旛管内では、今、整備しているのは四街道市、それから、

酒々井町、成田市、この辺がかなりの普及率だと思うんですけど、お隣の佐倉市に関し

ては、まだそんなに行っていないように認識しております。 

そうすると、この申請に対しては、プレス発表しか聞いておりませんけども、白井と

八街市だけが２０１９年を目指して申請したということでよろしいでしょうか。 

○教育次長（村山のり子君） 

  手を挙げたというのは、本市は手を挙げておりますが、他市につきましては、今回の

報道に伴いまして、ほかからの問い合わせがございましたけれども、手を挙げているか
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どうかの確認はしておりません。 

○林 政男君 

  いずれにしても、千葉日報の記事を見たときは、「八街市エアコン整備」と出ていて、

久々に八街市がエアコン整備についてはリードしているなというふうに思ったわけです。 

今、聞くと、万全の措置はされているようですので、また、子どもたち、父兄の期待

も大きいですから、よろしくお願いしたいと思います。来年の８月いっぱいには必ず８

小学校に入るように努力をお願いいたします。 

  次に、災害対応についてお伺いします。 

  さきの台風１３号が八街に直撃した際、避難準備、高齢者等避難準備の警報が発令されま

した。避難準備、高齢者避難というのは、「避難準備・高齢者等避難開始には、いつでも避

難できるよう非常用持出品を用意し、家族や近所の人と連絡をとるなどの準備をしましょう。

避難に時間を要する人（ご高齢の方、障がいのある方、乳幼児をお連れの方など）は避難を

開始しましょう」という開始の警報が発令されましたけども、本市では、どのようなその後

の対応をされたのかをお聞かせください。 

○市長（北村新司君） 

  答弁いたします。 

  近年、世界的に異常な気象現象が頻発し、それに伴う洪水や土砂災害等の発生が危惧され

ております。 

こうした中、各自治体においては、適切な避難勧告等及び住民への迅速な対応が求められ

ています。 

本市におきましては、県指定の土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域が榎戸、大谷流、

小谷流、根古屋、岡田、用草、勢田、東吉田の８地区に、３４カ所あることから、平成２９

年７月に「避難勧告等の判断・伝達マニュアル」を策定いたしまして、本年７月には関係８

地区長のご協力をいただき「土砂災害ハザードマップ」を作成し、配布したところでござい

ます。 

さて、さきの台風１３号の際における「避難準備・高齢者等避難開始」の発令までの経緯

につきましては、８月８日夜遅くから９日朝にかけて千葉県に最も接近することが予想され

ましたことから、八街市地域防災計画・風水害編における警戒体制により、総務部長、建設

部長、総務課、防災課、道路河川課による協議が３回実施されました。 

第１回目が８月７日の午後１時から、８日から１０日までの職員配備態勢について協議を

実施しました。 

第２回目は、８日午前９時半から、避難勧告等の発令、避難所の開設、情報伝達方法、帰

宅困難者対策、災害対策本部の設置を含む警戒体制についての協議を実施しました。 

３回目は８日午後２時から、避難所の開設、「避難準備・高齢者等避難開始」の発令及び

警戒体制について協議が実施されました。 

この間の協議内容につきましては、随時、私に報告がありましたが、夜間に入ってからで
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は混乱を招くおそれがあり、早目早目の対応が必要であると考えまして、私の決断により、

８日午後４時に中央公民館、スポーツプラザの２カ所を自主避難所として開設した上で、午

後５時に、土砂災害警戒区域に対しまして「避難準備・高齢者等避難開始」を発令したとこ

ろでございます。 

○林 政男君 

  私は、テレビとか、あるいはアプリ、ＳＮＳ関係で把握したわけですけども、先ほど申し

上げたように、避難勧告の準備をしていただく方が高齢者等、あるいは障がいをお持ちの方、

今、市長のお話ですと、１６時にスポーツプラザ、あるいは中央公民館に５時に発令したと

いうことですけども、どのように独居世帯、あるいは高齢者、障がい者の方にお伝えするん

でしょうか。 

  今、お手元に区の加入率表というのをお配りさせていただきました。平成２４年には、区

の加入率は５４．４パーセントございました。平成２４年です。それが平成３０年になると、

４６．１パーセントということでございます。 

それで、今、現在、先ほど、市長が述べられた、榎戸、東吉田、東吉田はこの表でいきま

すと、１４．８パーセント、全世帯の１割５分いかない程度の方しか区に加入されていない

という実情がございます。小谷流が６１．７、根古屋が４７．７、岡田が４８．６、用草３

８．５、勢田に至っては１２．０です。こういうような区の加入率の中で、どのように避難

勧告準備をその方たちにお伝えするのでしょうか。 

それから、伝えたら、その方をどのように避難を促したり、安全な場所に移動させるのか、

どのようにその辺をおやりになっているのかお聞かせください。 

○総務部長（大木俊行君） 

  確かに区への加入の方が毎年減っておりまして、その方たちへのまず周知、また、高

齢者の方の避難については、一番問題になるところでございます。 

周知方法につきましては、行政防災無線、ただ、これはなかなか聞きづらいという点

もございまして、あとは八街メールに登録されている方にメールでの発信、それから、

災害が起こったときにつきましては、地元の消防団による巡回、または広報車を回すと

いう形でお伝えしていくというふうに考えております。 

それと、避難方法につきましては、高齢者や障がい者の方の避難行動、要支援者の避

難につきましては、八街地域防災計画の中で福祉関係者、あと自主防災組織、区、自治

会、民生委員等が連携をして避難支援を行うとともに、避難所でのケアや福祉施設等へ

の受け入れを円滑に行うこととするとしております。 

この中での避難行動、要支援者名簿は、現在策定中なんですが、この策定が急がれる

ものと考えております。 

○林 政男君 

  そうですね。そういう名簿があると、その地区の方には大変ありがたいかなというふ

うに思います。 
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でも、ある区の区長さんにお聞きしたら、区に入っていないと、把握ができないと言

うんですよね、実際問題。それから、独居老人、あるいは独居の方もお子さんがいらっ

しゃるんですけども、お子さんが例えば東京に行ってしまっているとか、そういう方は

多いんですね。区に入っていないので、区からの情報はほとんどない。今、お聞きした

ら、地元の消防団、その辺をツールというか、活用されてやるということなんですけれ

ども、メールとか、そういうのは私たちはいいんですけども、タブレットでも何でも見

られると思うんですけども、ここにお住まいの方はなかなかその辺が難しいのではない

かと思います。 

最後に、今後の課題というのもありますけども、その辺、後ほどお聞きしたいと思い

ます。 

避難所を今回、スポーツプラザ、あるいは中央公民館で開設されました。この利用状

況、運営状況についてお聞きしたいと思います。 

○市長（北村新司君） 

  答弁いたします。 

８月８日午後４時から８月９日午前９時まで、中央公民館、スポーツプラザの２カ所

を避難所として開設しましたが、利用状況につきましては、中央公民館におきましては、

８日午後５時４０分から９日午前５時５１分まで１名、８日午後６時半から９日午前７

時まで１名、８日午前８時３２分から９日午前４時５８分まで２名、８日午後８時４５

分から９日午前４時４３分まで３名、合計７名の利用がございました。 

なお、スポーツプラザの利用者はありませんでした。 

○林 政男君 

  この７名の対応にあたる方々は、どういう方がいらっしゃるんですか。それから、ど

ういう対応をされたんでしょうか。 

○総務部長（大木俊行君） 

  まず、対応した職員ですが、これは避難所直行職員を指定しておりますので、これは施設

管理者も入れて中央公民館は５名、それからスポーツプラザの方に２名で対応しております。 

  対応の内容につきましては、中央公民館は一時、中会議室、パイプ椅子の方にご案内した

んですが、やはり、高齢の方もいらっしゃるということで、和室を開放いたしまして、そち

らの方で休んでいただくということで、毛布の用意をうちの方で用意いたしました。停電し

ておりませんので、水等は出ましたので、一応、うちの方で用意させていただいたのは、毛

布ということでございます。 

○林 政男君 

  その際、防災備蓄倉庫的なものは、避難所の、そういうものの活用はあったんでしょ

うか。よくありますよね、乾パンとか、いろいろ用意してありますね、食料とか水。そ

の辺はいかがでしょうか。 

○総務部長（大木俊行君） 
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  避難に来られた方は、大体電話連絡をいただいた方たちが多かったものですから、避難さ

れる場合については、食料、または水等については、できる限りお持ちいただいて、必要な

ものはお持ちいただきたいというお願いをしました。備蓄倉庫の方をあける用意もしており

ましたが、皆さん、そういうものを使う予定がございませんでしたので、うちの方から用意

したのは毛布だけでございました。 

○林 政男君 

  最後に、私が懸念しているのは、先ほど申し上げた、今後の課題として、連絡が届かない

方、この方を、例えば、社会福祉協議会といっても問題があるでしょうけども、また、市の

職員が対応するといっても、なかなかこれだけの地区の対応をするのは大変じゃないかと思

いますけども、先頃、視察に訪れたところでは、防災アプリ、今、どういう状況で、どこに

行ったらいいかとか、そういう市もございました。しかし、そこの市も、全部万全かといっ

たら、そうではありませんというご返事でした。それほど災害時の避難誘導とか、そういう

のは大変難しいと思うんですけども、総務部長としては、課題はどの辺にあるというふうに

認識されておりますか。 

○総務部長（大木俊行君） 

  今、議員が申されたとおり、まず、避難命令、避難勧告等が出た場合に、その伝え方、先

ほど、防災無線と言いましたが、防災無線はなかなか聞き取りづらいという批判も受けてお

ります。風等が吹いておりますと、なかなか聞こえないということもありますので、いかに

巡回できるかという点が１つだと思います。 

先ほど、地元の消防団の方に巡回をお願いするというふうに申しました。それも１つの手

でありますし、あと、自助・共助の共助の方を１つ利用させていただいて、地元の方、民生

委員、また自治会の方たちのご協力をいただきながら、自助のご協力をいただきたいという

ふうに考えておりますが、先ほど言った八街メールの登録者が、今、１千７００ちょっとし

かいませんので、八街メールの登録者を増やすということで、直接市から防災メールを通し

て避難命令というか、避難指示とかという形をとれれば、一番いいのかなというふうには考

えております。 

○林 政男君 

  大いに、今言われたことを実行に移されて、１人でも多く避難勧告準備、あるいは避難命

令が届くようにしていただきたいと思います。 

  八街市は、災害に無縁な市だというふうにずっと認識してまいりました。津波、あるいは

洪水、あるいは地震についても非常に強い街というふうに認識しておりましたけども、実際、

避難警報が発令されますと、八街市の方がじゃなくて、八街市から離れた方、お子さん、あ

るいは八街市に縁者のある方から問い合わせがかなりあったそうです。「テレビを見たら、

八街市に避難準備命令、警報が出ているよ。そっちは大丈夫かい」というようないろいろな

問い合わせがあったそうです。 

そういうことで今回質問させていただいたんですけど、ハンディキャップを負われている
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方、独居老人、あるいは障がいのある方、そういう方に何とかして、こういう災害時に応援

できる街づくりをお願いして、質問を終わります。 

ありがとうございました。 

○議長（木村利晴君） 

  以上でやちまた２１、林政男議員の個人質問を終了します。 

  次に、公明党、新宅雅子議員の個人質問を許します。 

○新宅雅子君 

  公明党の新宅雅子でございます。私は環境問題について質問をさせていただきます。 

  要旨の１、集中浄化槽について質問をいたします。 

  生活排水を処理にするためには、何種類かあります。ご存じのように、本下水のところも

あります、地域の中には。それから、排水先のある合併浄化槽、私のうちも合併浄化槽でご

ざいます。それから単独浄化槽、排水先のないもの、単独槽というところもあります。それ

から、生活雑排水をそのまま排水溝に流すというような乱暴なことをやっているところもあ

ります。 

そういういろんな種類の排水の仕方があるんですが、今回は集中浄化槽についてご質問を

いたします。 

まず、集中浄化槽は、市内で大体何カ所あって、何世帯で使用しているのかお聞きいたし

ます。 

○市長（北村新司君） 

  答弁いたします。 

市内の集中浄化槽の使用状況につきましては、正確な数値は把握しておりません。 

しかしながら、昭和４８年度以降に都市計画法の開発行為で許可されました住宅団地につ

きましては、６５カ所で、計画戸数では４千７３４戸ございました。 

そのうち、現在も集中浄化槽を使用している住宅団地につきましては、６３カ所あります

が、世帯数は把握してございません。 

○新宅雅子君 

  今、市長から世帯数というのは、戸数ですね、正確な戸数は把握はないというお話でした

が、今、八街市の８月の広報やちまたで、人口が７万６５２人、そして世帯で３万１千４９

８世帯というふうに出ておりました。それで、大体昭和４８年からもう最近では集中浄化槽

というのは設置しなくなっているという話を聞いておりますが、大体、これだけの人数がい

ますから、集中浄化槽を作りますという許可願というか、申請の段階で、それだけの人数が

いるかどうかというのは別にして、許可を願うときの戸数ですが、それが４千７３４戸と聞

いております。 

そうしますと、今、３万１千４９８戸ですから、割りますと、大体１５パーセント、１割

５分、１５パーセントの世帯で集中浄化槽を使っているという話を聞いております。これが

多いのか、少ないのかということになりますと、何とも申し上げられませんが、私個人では。 
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まず、集中浄化槽もいろいろありまして、２５年間一度も修理をしたことがないというと

ころも聞いております。私のお友達のところがそうです、集中浄化槽で。 

ところが、そんな２５年もたっていないのに、何回か修理を重ねて、今回、２００万円以

上というふうに言われて、もうそんなにストックしたお金がないと、そういう場合は、どう

したらいいんだろうという相談があるところもあります。 

メンテナンス料金が高額だという話を聞いておりますが、市、または県から修繕のための

補助というのは全くないのでしょうか、伺います。 

○市長（北村新司君） 

  答弁いたします。 

集中浄化槽の管理につきましては、自治会、管理業者等が行っていることから、詳細につ

きましては把握してございません。 

なお、最近では、メンテナンス料金同様に施設の老朽化による修繕、あるいは全面改修が

必要となったときの資金的な問題の相談がございました。 

○新宅雅子君 

  そうなんですね。集中浄化槽のメンテナンスが高いということと、それから、大変老朽化

しているということで、そろそろ使えなくなってくるんじゃないかというようなお話も伺っ

ています。 

  そういう相談があった場合に、料金を負担しきれない、または浄化槽の修繕そのものがも

うだめだというときは、それはどういうふうに使っている人たちはしたらいいのか。どんな

ふうにしたらいいんだろうかと思います。 

集中浄化槽から合併浄化槽にかえるという手もあるんですが、その辺のやり方が大変難し

いと聞いておりますが、その辺は変えられないのかどうか、本当にお金もない、それから、

物も老朽化している、そういうときには、一体どうしたらいいんだろうかと思っています。

いかがでしょうか。 

○建設部長（江澤利典君） 

  確かに老朽化してくると、集中浄化槽についてはメンテが必要になって、改修、または改

造とか、いろいろ問題が出てきていると思います。その辺につきましては、当初、開発で行

った場合の集中浄化槽の管理ということで、住民、管理組合、自治会で、それで負担金を出

し合って修繕等は行っていると思われます。ただ、今、議員がおっしゃったように、１人で

集中浄化槽から合併浄化槽にかえるということは、当然残った方々の負担が増えてしまいま

すので、その辺も含めて、なかなか合併浄化槽に切り替えられないというのが現状かなとい

うふうには考えております。 

○新宅雅子君 

  集中浄化槽も合併浄化槽も受益者負担で、それに対して利益を受ける人間が責任を負わな

ければいけない問題だとは思います、私も。 

しかし、例えば、みどり台とか、それから泉台、ここは集中浄化槽であったけれども、本
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下水にかわったと聞いております。本下水に変更できないか、また、どういうところが本下

水を引くことができるのか、その辺、お聞かせていただきたいと思います。 

○市長（北村新司君） 

  答弁いたします。 

現在、下水道事業につきましては、平成２７年度の千葉県全県域汚水適正処理構想の見直

しによりまして、人口減少等の社会情勢の変化を踏まえ、今後１０年間程度で、効率的かつ

適正な整備が概ね完了することを目標に掲げられました。 

これを受けまして、都市計画決定した用途地域５９４ヘクタールの整備を進める八街市全

市域汚水適切処理構想を策定いたしました。 

このことから、当分の間は、用途地域内の整備率の向上に努めてまいりたいと考えており

ます。 

○新宅雅子君 

  わかりました。用途地域であるとかじゃないと本下水もできないと、わかりました。 

  それから、集中浄化槽も大変難しいと、１人だと、わかりました。 

それでは、次に、２番目の環境問題、受動喫煙防止対策について伺います。 

質問の前に申し上げますが、私は喫煙者と対立しようと思っているわけでは決してありま

せんので、その辺のところはご理解ください。 

受動喫煙防止法というのは、２０２０年の東京五輪・パラリンピックに向けた、たばこの

受動喫煙対策を強化する「改正健康増進法」が成立いたしました。 

その改正健康増進法では、飲食店や職場などを原則禁煙とし、煙の漏れない喫煙室での喫

煙は認めるということになっております。 

そこでお聞きいたします。現在、庁舎内はいろいろ工事といいますか、やっておりますが、

今現在で庁舎の敷地内で喫煙可能としている場所は何カ所かお聞きいたします。 

○市長（北村新司君） 

  答弁いたします。 

現在、庁舎内で喫煙可能な場所は、第２庁舎裏渡り廊下、第２庁舎正面入り口、第１庁舎

西側入り口、第２庁舎２階の４カ所でございます。 

○新宅雅子君 

  厚生労働省は、当初、飲食店を例外なく禁煙としたそうですが、飲食店での禁煙は猛反対

が多く、資本金５千万円以下で、客席面積が１００平米以下の既存店は喫煙可としています。

しかし、東京都は飲食店、全面禁煙となっております。 

また、行政機関、役所とかですね、行政機関は原則禁煙ですが、煙の漏れない喫煙場所の

設置は可能だということになっております。 

そこで質問いたします。庁舎の敷地内に煙の漏れない禁煙ブースの設置を希望しますが、

いかがでしょうか。 

○市長（北村新司君） 
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  答弁いたします。 

現在、設置されている喫煙所のうち、第２庁舎裏渡り廊下の喫煙所には囲いがありますが、

第２庁舎正面入り口及び第１庁舎西側の入り口の喫煙所には囲いがございません。 

今後の方針といたしましては、第２庁舎解体時に第２庁舎裏渡り廊下の喫煙所を撤去する

方向で考えておりまして、残りの箇所につきましても、受動喫煙防止の観点から、撤去する

方向で考えております。 

なお、既存喫煙所の撤去後につきましては、来庁者の健康に留意するため、庁舎敷地内に

分煙機等を設置した受動喫煙防止に配慮した喫煙所を設置してまいりたいと考えております。 

○新宅雅子君 

  分煙機を設置するということは、何も周りに囲いがなくて、灰皿だけ置くというふうに考

えてよろしいんでしょうか 

○総務部長（大木俊行君） 

  囲いを、建物みたいな、プレハブみたいなものの中に分煙機を入れたものという形になり

ます。ですから、囲いがあるものです。 

○新宅雅子君 

  よく高速道路のパーキングにスモーキングキューブというのがあります。あれは不特定多

数の人が中でたばこを吸っています。透明のキューブなので、中は見えるんです。高速道路

は不特定多数の人ですから、誰が吸っているのか、誰でもいいんですけども、やはり、役所

の中であれがあると、誰が吸っているかというのがわかるというのは、ちょっといろんな意

味で問題があるのではないかと思います。 

それで、キューブもいいんですけども、周りを囲むようなというか、そういうキューブと

いうか、になるんでしょうか。いかがでしょうか。 

○総務部長（大木俊行君） 

  まだ具体的な案が出ておりませんが、一応、今、考えているのは、やはり、ガラスではあ

りませんが、プラスチックのそういう形のすりガラスみたいな形のものが周りに貼られると

いうふうにイメージはしております。 

キューブというのは、どのようなものかよくわからないんですが、それに近いものだと思

います。外から見て、見えなければ、それもまた、いろいろな犯罪等も起こりますので、あ

る程度、外からも中のいる方が見えるという形にはなっております。 

○新宅雅子君 

  私が見たのは、中に３、４人入ることが可能で、それで、大体３００万円ぐらいからとい

うのがありました。それで、３、４人が多いか少ないかわかりませんが、その人数です。 

すりガラスにして、誰が入っているかわからないで、ただ動きだけがわかるような、そう

いうのも中にはあるかと思いますので、その辺は研究をしていただいて、何が一番いいのか

というのを考えていただけたらと思います。 

その次の質問になりますが、厚生労働省で「受動喫煙防止対策助成金」というのがありま
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す。助成金をそれで使えないのか、また、たばこ税がたくさんあるんだというお話、たばこ

を売れば、たくさんたばこ税が入るんだよというような方もいらっしゃいます。そのたばこ

税の一部を充当できないのか、その辺をお聞きいたします。 

○市長（北村新司君） 

  答弁いたします。 

  厚生労働省の「受動喫煙防止対策助成金」制度は、小売業、サービス業、卸売業などを営

む中小企業さんが喫煙室を設置する費用及び喫煙室以外の受動喫煙を防止するための措置に

係る費用に対する助成金制度であり、地方自治体を対象とした助成金制度ではございません。 

また、「たばこ税」は、特定の目的のための財源とするものではなく、一般財源扱いとな

っておりますので、ご理解をいただきたいと思います。 

○新宅雅子君 

  あと、八街駅の話になります。八街駅には、ホームが２つありますから、２カ所に喫煙所

があります。喫煙所といっても、灰皿だけです。 

上りは一番後ろの日向の方に１つ、下りは佐倉の方に１つあります。それで、一応、灰皿

には、朝７時から９時までは禁煙というふうになっております。それから、階段のところに

も、２０センチ四方ぐらいな貼り紙があって、何も書いていませんが、ただ丸に斜め横があ

って、たばこを禁煙と書いています。そうすると、八街駅は全部禁煙かなと思っていると、

灰皿があるという、そういうのになっています。 

  それで、いつも駅から、朝に乗る人に聞いたんですが、朝６時４８分、７時前の電車に乗

る方です、そうすると、禁煙の時間ではないので、があっとみんな灰皿のところに寄って、

たばこをたくさん吸って、そして６時４８分の電車が来ると、わっとそれに乗っていく。そ

うすると、電車１両ぐらいがものすごいたばこの臭いがすごいんだということをお聞きした

ことがあります。 

そこには高校生も乗っています。中学生は私立の中学にでも行っているお子さんじゃなけ

ればいませんが、高校生のお子さんは、もう６時４８分八街発だと、銚子の方から来るお子

さんもいらっしゃいます、日向とか成東とかね。そういう高校生も乗っています。 

幾ら７時から９時までは禁煙ですよと書いてあっても、７時前にがあっとして入っていく

というのは、すごく乗っている人にとっては、ともストレスになるようです。 

例えば、土日なんかでしたら、小さい子ども、お子さんも乗る可能性もあるので、赤ちゃ

んなんかも乗っているかもしれません。 

ですので、これは本当に要望です。要望で、答弁は要りませんが、何かの折でいいですか

ら、どうかＪＲに喫煙に対する方向性をきちんと決めていただきたい。「改正健康増進法」

もきちんとできたので、ＪＲは、その問題の外にあるということでは決してないと思う。Ｊ

Ｒも国民が乗るものですから、それ相応の措置をとっていただきたい、そういうふうに思い

ます。きちんと決めていただきたい。７時から９時まで禁煙というのは弱いですね、それじ

ゃね。 
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答弁は要りませんが、私は、喫煙者と対立するつもりは本当にありません。ただ、科学的、

そして医学的に健康への悪影響というのが明確になってきたたばこ、そして東京都も絶対に

飲食店ではだめですよと、そういうふうに言っているたばこ、それから、いつも健康診断の

ときに、たばこを吸っているかどうかと必ず欄がありますよね、生活がないかという。そこ

まで来ている。単なるマナーの問題で考えてはいけないと思っています、たばこというもの

はね。健康に悪いという認識、マナーではなく、これは健康問題なんだという認識を、吸う

人も、吸わない人も共有できればいいと思います。 

再度になりますが、敷地内にスモーキングキューブといいますか、外に煙が漏れない、お

互いに吸う人も、吸わない人も、キューブを造っていただけますように、そして、（発言す

る者あり）ブース、よくわかりませんけども、その辺はよくこちらの執行の方に考えていた

だきまして、そういうお互いにいい方法で考えていただきたいと思います。 

以上で私の質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（木村利晴君） 

  以上で公明党、新宅雅子議員の個人質問を終了します。 

  会議中ではありますが、ここで昼食のため休憩をいたします。午後は１時１０分から再開

いたします。 

（休憩 午前１１時５８分） 

（再開 午後 １時１０分） 

○議長（木村利晴君） 

  再開します。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、公明党、角麻子議員の個人質問を許します。 

○角 麻子君 

  公明党の角麻子でございます。通告に従いまして、順次ご質問させていただきます。 

  まず、質問事項１、教育環境について。 

要旨（１）小・中学校のエアコン設置についてお伺いいたします。 

１日の最高気温が３５度以上の猛暑日が今年の夏は全国的に続き、学校現場においても、

児童や生徒が熱中症と見られる症状を訴え、病院に搬送される事例が多数ありました。愛知

県豊田市では、校外学習に参加した小学１年生の男子児童が、教室に戻った後に意識を失っ

て救急搬送され、重度の熱中症である熱射病で亡くなりました。子どもは、体温の調節機能

が発達しておらず、熱中症になりやすいとされています。 

亡くなった児童の教室には、エアコンが設置されていませんでした。今回の事故を受け、

豊田市は、小学校へのエアコン設置を前倒しすると発表しました。 

この痛ましい事故の後、全国の自治体はエアコン整備計画の前倒しを次々と発表し、本市

においても、前倒しの発表をされたところでございます。 

昨日の京増藤江議員、また本日の林政男議員と内容が重なる質問になりますが、改めてご
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質問させていただきます。 

小・中学校各教室への早急なエアコン設置を望むがいかがか、お伺いいたします。 

○教育長（加曽利佳信君） 

  答弁いたします。 

  代表質問３、京増藤江議員に答弁したとおり、当初予定していた計画を１年前倒しし、来

年度に小学校８校、平成３２年度に中学校４校の空調設備設置工事を行い、全ての小中学校

の空調設備設置完了を目指し、進めてまいりたいと考えております。 

○角 麻子君 

  ありがとうございます。 

前倒しになったことをとてもうれしく思っております。子どもたちもすごく大変に喜んで

おりました。 

ただ、全国で前倒しの発表が設置続々と数多く出ておりますが、心配なのは、私としては、

業者の不足だと考えます。その辺の業者の確保等は、どのようにお考えになっているのか、

お伺いいたします。 

○教育次長（村山のり子君） 

  先ほども林政男議員の質問にもございましたように、業者、それから、機具、資材、そう

いったところの確保が難しくなってくるのではないかというようなことでございますので、

こちらもそれは心配しているところでございますので、できる限り早急に手配できればいい

かなと考えております。 

○角 麻子君 

  ありがとうございます。 

努力していただければなと思います。 

それから、今、各教室ということでしたけども、教室の設置が全て完了した後、今では専

門的に使う音楽室、またパソコン室とか、図書室などの設置というのも、ほかの自治体では

入れているところもあるようなんですが、その辺の今後の計画的なものはお考えはあるので

しょうか。 

○教育次長（村山のり子君） 

  今回の計画の中に子どもたちが通常クラスとして使っている普通教室とあわせて音楽室等

の特別教室にも設置する予定でおります。 

○角 麻子君 

  ありがとうございます。大変うれしい答弁でした。 

  では、エアコンについては、この辺で終わりにさせていただきます。 

次の質問に移らせていただきます。 

質問事項２、防災について。 

９月１日は、「防災の日」です。「防災の日」とは、「政府、地方公共団体等関係諸機関

をはじめ、広く国民が台風、高潮、津波、地震等の災害についての認識を深め、これに対す
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る心構えを準備する」こととした日本の記念日です。 

全国では、この日に合わせ避難訓練や各種イベントが行われております。 

本市では、「広報やちまた」にて、市内指定緊急避難場所、指定避難所などの周知、自助

の意識を持つことの大切さなど、防災に関することを取り上げておりました。 

昨年度に行われた防災アセスメント調査結果によれば、防災備蓄倉庫は市内２９カ所に設

置されており、備蓄品目は、一般向け、乳児、高齢者向けの食料・飲料水・毛布・簡易トイ

レ・生理用品・幼児児童、大人用の紙おむつとなっております。 

そこで質問です。 

要旨（１）備蓄倉庫について。 

備蓄物資の今後の計画についてお伺いいたします。 

○市長（北村新司君） 

  答弁いたします。 

  八街市地域防災計画に基づきまして、市内の指定緊急避難場所及び指定避難所に平成８年

度から防災備蓄倉庫の整備を進め、食料及び飲料水の非常食を他の資機材と合わせまして備

蓄しておりましたが、避難所としています市公共施設への整備が完了したことから、昨年度

から地区のコミュニティセンター、公民館への整備を行っており、今年度、用草公民館等２

カ所に備蓄倉庫を設置するための準備を進めております。 

地区への備蓄倉庫設置の際には、倉庫や資機材を地元の方々と有効利用できるよう自主防

災組織の設立についても検討いただけるようお願いしているところでございます。 

また、各避難所等の備蓄品につきましては、昨年度に行いました防災アセスメント調査結

果をもとに想定される避難所内避難者数、３千９００人に応じた３日分の備蓄量を算定し、

不足している物品につきましては、今後、備蓄整備してまいりたいと考えております。 

○角 麻子君 

  目標備蓄量に対して、全体的には充足しておりますが、地区ごとでは過不足量にばらつき

がある、備蓄量の配分を地区ごとに調整する必要があると思いますが、その調整は、もう済

んでいるのでしょうか。 

○総務部長（大木俊行君） 

  現在、その辺を各地区の備蓄状況等について調査しておりますので、今後検討させていた

だきたいと思います。 

○角 麻子君 

  よろしくお願いいたします。 

それから、この食料には、アレルギーを持った方に対する食料というのは備蓄されていな

いということなので、その辺、アレルギー対策がなされているかどうか、確認させてくださ

い。 

○総務部長（大木俊行君） 

  今、備蓄しています非常食につきましては、大変申し訳ないんですが、アレルギーに対し
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ての食品等は入っておりません。 

○角 麻子君 

  今後、備蓄の内容は、さまざまないろんな方が避難されてくると思うんですが、その辺の

内容の新たな項目を含まれるとか、そういうものの協議はこれからは順次されていく予定な

のでしょうか。 

○総務部長（大木俊行君） 

  今言われましたとおり、アレルギー物質のものもそうですし、高齢者、または幼児等の食

べられるようなものについても、今後、検討していきたいというふうに考えております。 

○角 麻子君 

  ありがとうございます。 

  備蓄物資の内容についてなんですが、公明党女性委員会の子ども・若者支援プロジェクト

チームは、国内で製造されていない乳児液体ミルクについて、内閣府など、政府側と意見交

換をしてまいりました。 

液体ミルクとは、成分が粉ミルクと同じで、紙パックやペットボトルに無菌状態で密封さ

れており、常温保存が可能な人工乳です。開封して、附属の吸い口を付けるだけで飲ませる

ことができ、粉ミルクと比べて格段に手間が省けます。特にお湯が必要でないことから、災

害に備える備蓄品としてもニーズがあり、安全性の確保を前提に、できるだけ早く製造を開

始、普及が進むようにする必要性を公明党女性委員会は強調してまいりました。 

２０１１年の東日本大震災や２０１６年の熊本地震で液体ミルクの必要性を訴える声が数

多く挙がり、熊本地震では実際にフィンランドの企業が液体ミルクを支援する一幕もあり、

注目度が上昇しております。 

そして、本年夏、乳児用の液体ミルクについて規格基準を定めた厚生労働省の改正省令が

施行されました。これは国内販売の解禁を意味し、各メーカーは製造に向けて準備に乗り出

しております。 

そこで、②備蓄物資に乳児用液体ミルクを望むがいかがか、お伺いいたします。 

○市長（北村新司君） 

  答弁いたします。 

育児の負担軽減や災害時の備えになると期待されます乳児用液体ミルクの販売が本年８月

に解禁となりました。 

粉ミルクは沸騰させたお湯でミルクを溶かし、冷ます必要がありますが、液体ミルクは開

封後、そのまま飲ませることができることから、安全な飲み水や哺乳瓶の確保が難しい災害

時にも役立つとされております。 

日本乳業協会によりますと、市販までは１年以上かかるというような見通しであることか

ら、今後の動向に注視いたしまして、保管場所及び保存期間等を考慮し、粉ミルクとあわせ

備蓄につきましても検討してまいりたいと考えております。 

○角 麻子君 
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  液体ミルクは、清潔な水や燃料の確保が難しい災害時に赤ちゃんの命をつなぐ貴重な栄養

源となります。 

  東京都は液体ミルクを災害時に調達するため、流通大手と協定を結び、海外メーカーから

緊急輸入する体制を整えました。西日本豪雨では、この協定を活かし、愛媛県や岡山県倉敷

市に提供されております。 

ぜひ、今後の計画として、災害時の備蓄品に国産の液体ミルクを加えるよう検討していた

だけますよう、再度要望いたしまして、次に質問に移りたいと思います。 

平成７年の阪神・淡路大震災や平成２３年の東日本大震災、また平成２７年の関東・東北

豪雨、さらには本年７月の西日本豪雨など、我が国では、これまでも地震、津波、さらには

台風等による風水害など、多くの災害が発生しております。 

このような経験から、国をはじめ各自治体では防災・減災に対する意識が高まり、各地で

その対策や防災訓練などが講じられています。 

そのような中、被災時には、その初期段階及び避難所において飲料水を確保することが重

要であり、本市においても、全ての避難所にペットボトルの飲料水備蓄を進めているところ

です。 

そこで市内の避難所にある自動販売機は何台あるのか伺います。 

○市長（北村新司君） 

  答弁いたします。 

  市が指定しております避難所は２７施設あり、そのうち自動販売機を設置している施設は

中央公民館に２台、スポーツプラザに４台、計６台となっております。 

なお、市役所及び総合保健福祉センターは防災拠点施設と位置付けており、避難所ではあ

りませんが、自動販売機の設置数は、市役所庁舎に６台、総合保健福祉センターに２台の計

８台となっております。 

○角 麻子君 

  ありがとうございます。 

  設置されている自動販売機は、缶やペットボトルのものを多く目にしますが、紙カップ式

の自動販売機はあるのでしょうか。 

○総務部長（大木俊行君） 

  庁舎の方には設置されておりません。 

○角 麻子君 

  自動販売機の中には、災害時に被災者に対して無料で飲料を提供する災害支援型自動販売

機があり、各地方自治体においては、災害時に被災者に飲料を提供することを目的に飲料メ

ーカーとの「災害支援協定」を進めている自治体もあります。 

庁舎の自動販売機が合わせて６台と多く入っていますが、そこで確認ですけども、本庁舎

にある自動販売機は災害協定を結んでいるのか伺います。 

○市長（北村新司君） 
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  答弁いたします。 

現在、本庁舎に設置している自動販売機につきましては、災害協定は結んでおりません。 

今年度末の自動販売機の入れ替え時には、災害時に無償で飲み物が提供できる契約を締結

できるよう調整してまいりたいと考えております。 

○角 麻子君 

  災害協定を結んでいないということですが、設置されている自動販売機のうち、スイッチ

の切り替えにより、ボタンを押すだけで飲料を提供できる災害時に対応した自動販売機があ

るということなんですが、そういうものはあるのでしょうか。 

○総務部長（大木俊行君） 

  今、私が把握している範囲ではございません。 

○角 麻子君 

  災害時には多くの避難者が飲料を求めることが想像できます。災害協定を結んでいない場

合、自動販売機の中身がなくなってしまった後、その補充は、その後、どうなるのでしょう

か。 

○総務部長（大木俊行君） 

  今の契約ですと、災害協定を締結していませんので、なくなってしまいますと、後、補充

につきましては業者さん任せという形になってしまいます。 

○角 麻子君 

  被災時の本庁舎は災害対策本部が設置され、被災した市民を支援する一大拠点となります。 

また、被害が甚大な場合は、各公共施設も多く市民を受け入れることになります。 

本庁舎の自動販売機について確認させていただきましたが、本市の公共施設についても同

様であろうかと思います。 

また、自動販売機ですが、東日本大震災では、缶やペットボトルは各地で商品不足が発生

したことにより、補充することがかなわず、その能力を満足に果たすことができませんでし

た。そのことから、私たちが求めるものは、商品がすぐに補充できて。長期にわたり継続し

て利用できることではないかと思います。 

そこで提案させていただきたいのが、紙カップ式の災害対応型自動販売機の導入と災害支

援協定の締結であります。この自販機は、電気と水道が来ていれば、飲料を継続して提供が

可能で、しかもお湯が提供できます。 

宮城県では東日本大震災の際、６カ所の避難所に配備されていた８台が１２７日間にわた

り合計で３５万杯の温かい飲料を提供した実績があります。 

避難所に身を寄せた人々からは「飲料の支援物資は各方面から届くけれども、ほとんどが

ペットボトルで冷たいもの、寒いときに温かい飲料はありがたかった」という声が寄せられ

ました。 

ペットボトル１千本は５３５キログラムにもなり、体積と重さはかなりのものです。それ

に対し紙カップ式自動販売機は原材料が粉末でありますので、軽く、大変にコンパクトです。
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しかもわずか１０キロの原材料でペットボトル１千本分に相当するというもので、メーカー

の補充・補給も容易そうです。また、紙コップは衛生的であり、哺乳瓶のないときでも飲み

口を変形できるため、粉ミルクを飲ませることができます。廃棄物は紙コップなので重ねて

処理ができ、廃棄物の場所もとられません。 

そこで質問です。 

本市も、災害時にお湯等の飲料を提供できる災害時対応型紙カップ式自動販売機の設置及

び災害支援協定の締結を検討すべきと思いますが、いかがでしょうか。 

○市長（北村新司君） 

  答弁いたします。 

  災害時における紙カップ式自動販売機の有効性につきましては、氷入の冷たい飲み物やコ

ーヒーなど温かい飲み物を提供できるだけはなく、飲料水やお湯の提供も可能なことから、

薬の服用水や粉ミルク用のお湯として利用できるなど、非常に有効的であると認識しており

ます。 

  現在、庁舎及び避難所等に指定されている施設には、紙カップ式自動販売機は設置しおり

ませんが、今年度末の自動販売機の入れ替え時には、紙カップ式自動販売機を設置してまい

りたいと考えております。 

○角 麻子君 

  ありがとうございます。 

災害対応型紙カップ式自動販売機は、広島の土砂災害や常総市の水害でもその存在があり、

避難し住民に貢献いたしました。 

また、熊本地震では、災害協定締結先の医療機関においても活躍したようで、各地より派

遣で来たＤＭＡＴも「お湯の提供は大変に助かった」とのことで、今、全国の自治体、病院

などで災害支援協定の締結が相次いでいるようです。 

近隣では千葉県庁、千葉市役所、浦安市役所、我孫子市役所、松戸市役所、市川市役所、

船橋市役所、千葉市海浜病院に設置されております。 

本市においても、大勢の市民が身を寄せることになる公共の場に設置すべきと考えます。

速やかな導入をお願いし、私の質問を終わりにいたします。 

どうもありがとうございました。 

○総務部長（大木俊行君） 

  議長、すみません。先ほど、非常食の関係で、アレルギーの方の対応のことで、私の方で

備蓄がないと申し上げたんですが、すみません、ライスクッキー、これは１箱８枚入りです

が、４千８００個、これはライスクッキーとして保存はしております。訂正させていただき

ます。 

○議長（木村利晴君） 

  以上で公明党、角麻子議員の個人質問を終了します。 

  次に、誠和会、林修三議員の個人質問を許します。 
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○林 修三君 

  誠和会の林修三でございます。 

  子どもたちが酷暑の中、何とか夏休みが終わり、２学期が始まって、学校へ帰ってきまし

た。しかし、まだまだ今週の天気予報でも３０度を超える暑さが続く予報でございます。ま

だまだこの暑さは続きそうでございます。何とか子どもたちには、張り切って頑張ってほし

いなということを強く願っているところでございます。 

  さて、この９月議会で一般質問の機会をいただきましたので、早速質問に入らせていただ

きますけれども、今回の質問事項は、１、活力あるまちづくり、２、未来（明日）に向かう

夢あるまちづくり、この２点でございます。 

これまでの各議員さんと重なる部分がありますけれども、通告に従って順次伺ってまいり

たいと思います。よろしくどうぞお願いいたします。 

落花生まつりの推進についてでございますけれども、これはかつて町時代の頃から何か落

花生まつりというのはあったんだよというふうに聞いていますけれども、この祭りが復活し

て、大変にぎわいを取り戻していることについては、本当にうれしく思っているところであ

ります。 

本年度もこれから早速予定されているようでございますので、まず、①本年度の落花生ま

つりの具体的な内容についてお伺いいたします。 

○市長（北村新司君） 

  答弁いたします。 

  代表質問４、やちまた２１、小澤孝延議員に答弁いたしましたとおり、今年度の「やちま

た落花生まつり」につきましては、実行委員会の運営組織に八街商工会議所落花生部会を加

え、昨年度よりも規模を拡大して実施する予定でございます。 

  具体的に申し上げますと、会場につきましては、八街駅北口市有地のうち、現在、駐車場

として利用しているスペースをメイン会場、北口市で活用しているスペースをサブ会場とし、

それぞれのステージで催し物を計画しております。 

また、内容につきましては、茹でたての落花生「おおまさり」試食及び、この時期しか手

に入らない生落花生の販売をはじめ、「千葉半立」や「ナカテユタカ」などの、八街産落花

生並びに今年デビューの「Ｑなっつ」の試食販売を実施いたします。 

さらに、「八街生姜ジンジャーエール」の試飲販売や新鮮野菜の販売等、本市の特産品を

一度に味わうことのできる内容となっております。 

また、来場者数につきましては、昨年度を上回る４千人を目標としているところでござい

ます。 

○林 修三君 

  わかりましたけれども、１点だけ、今度の落花生まつりのステージについてですが、恐ら

く、よりにぎわいのある落花生まつりの推進の願いがあってのことだと思いますが、北口市

で使っているステージではない別なステージを予算を取ってやるように聞いていますけれど



 

－１２５－ 

も、そのステージの大きさとか、また、それを導入するというような理由というか、その辺

をお伺いいたします。 

○経済環境部長（黒﨑淳一君） 

  昨年度実施いたしました落花生まつりは、先ほど、委員の方からご説明がありましたよう

に、やちまた駅北口市で使用しておりますステージを利用し、ステージイベントを行ったと

ころでございます。 

イベントによりましては、ステージが手狭であったことから、今回よりやちまた駅北口市

で使用しておりますステージより大きいステージをリースし、ステージイベントを充実させ、

落花生まつりに来場された方々に楽しんでもらえるよう対応したところでございます。 

なお、ステージの大きさにつきましては、長手の方が７．２メートル、奥行きの方が５．

４メートルのものを使用いたします。 

○林 修三君 

  新たなステージを設けての落花生まつりをするんだという、そういう意気込みが伝わって

まいります。きっと成功する落花生まつりになろうかと期待しておりますけれども。 

次に、新しい品種「Ｑなっつ」が誕生いたしました。「Ｑなっつ」をこれからどんどん広

めていく必要があるのかなと思うんですけど、この「Ｑなっつ」の啓発促進をどのように進

められるのかお伺いいたします。 

○市長（北村新司君） 

  答弁いたします。 

  今年の秋にデビューする落花生「Ｑなっつ」につきましては、「やちまた落花生まつり」

での試食及び無償配布を皮切りに、「やちまた駅北口市」や「産業まつり」をはじめ、「浦

安市民まつり」や「交流都市地方物産展」など、市内で開催されます各種イベントにおいて

も、同様に試食等を行うとともに、「Ｑなっつ」の特徴を説明し、市内外の多くの方々に魅

力を伝えてまいります。 

○林 修三君 

  これはちょっと余談になりますけれども、「Ｑなっつ」ということですから、例えば、落

花生まつりとか、来年の落花生まつりでもいいんですけども、Ｑちゃんを呼んで、市民の

方々に「Ｑなっつ」のお披露目をした後、それだけで一発に広まりますよ。ちょっと余談で

す。 

  答弁の中に「ＰＲとして市内外の多くの方々に」という答えがありましたけれども、私は、

まず、市内外よりも市民、市内の人たちにどうＰＲするかということだと思いますが、この

辺について、もう一度お伺いします。 

○経済環境部長（黒﨑淳一君） 

  お答えいたします。 

  市民の方に対するＰＲにつきましては、多くの方々が集まるイベント等での周知が大きな

効果をもたらすものと考えております。 
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  市長の答弁にもありましたが、「やちまた落花生まつり」での試食販売や、１１月には市

民の方も多く集まります「産業まつり」でステージイベントといたしまして、「Ｑなっつ」

のＰＲや試食販売を予定しております。 

また、「Ｑなっつ」の販売時期等に合わせホームページにも掲載し、ＰＲしてまいります。 

なお、県が千葉県落花生協同組合の組合員、市内の落花生業者の皆様も加盟しております

が、そこに直接案内を出し、旗、リーフレット、ポスター等の注文を受け付け、配布するこ

ととなっております。そういうようなＰＲ効果も今後期待されるものと考えております。 

○林 修三君 

  いろんな場で啓発していかないと、今、新品種として出たばかりで、なおかつ、「Ｑなっ

つ」という名前がどこまで市民になじめるのかわかりませんが、なじまさなきゃいけないわ

けですから、あらゆる場を使ってＰＲしていってほしい。産業まつりもそうですが、八街大

祭というのもあります。あるいは、公民館で公民館まつりとかありますよね。市民に身近な

ところの場で、そういった「Ｑなっつ」の啓発をどんどん図っていった方が、より効果があ

るのかなというふうに思います。 

  また、先ほども言いましたけれども、高橋尚子を来年は呼んで、「Ｑなっつ」のお披露目

をしてもいいのかなと思いました。 

さて、今年の落花生まつりを受けて、いろんな成果、課題を受けて、今後の落花生まつり

を考えていくんでしょうけれども、今の時点で今後の落花生まつりの方針についてをお伺い

いたします。 

○市長（北村新司君） 

  答弁いたします。 

「やちまた落花生まつり」につきましては、平成２８年１０月の「やちまた駅北口市」を

「収穫祭」と称して開催したところ、大変好評であったことから、昨年、第１回となる「や

ちまた落花生まつり」を開催したところでございます。 

昨年度は天候にも恵まれ、市内外から３千５００人の来場者があり、大変盛況でございま

した。 

今後も本市の活性化を図るため「やちまた落花生まつり」を「八街ふれあい夏まつり」や

「産業まつり」と同等に位置付け、本市の魅力を十分に発信できるイベントとしてＰＲする

とともに、さらなる集客数の増加並びに来場者に喜んでいただけるイベントとなるよう、予

算の確保にも努めてまいりたいと考えております。 

○林 修三君 

  お祭り、イベント、何でもそうですけど、多くの人を集める、集客をするということがよ

り重要で、大きな目標になろうかと思いますけれども、落花生まつりについては、ポスター

がなかったように思うんですけれども、チラシ、小さいものとか、そういったもの、あるい

はインターネット、そういったものはあっても、この間、立派な沖まつりも、林政男さんが

議員全部に持ってきてくれましたけど、あの立派なポスター、あれは効果抜群ですよね。あ
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のようなポスターを作成して、例えば、ＪＲ総武本線の管内、千葉からずっとありますよ。

その管内駅に掲示してもらったりとか、近隣自治体にそれを掲示してもらう、協力を依頼す

るとか、こういったことを考えるんですが、その点についてはいかがでしょうか。 

○経済環境部長（黒﨑淳一君） 

  お答えいたします。 

  本年度につきましては、チラシの印刷のみとなっておりましたが、来年度以降につきまし

ては、チラシのみでなく、ポスターの作成など、広く多くの方々に周知できるよう、予算の

確保にも努めてまいりたいと考えております。 

○林 修三君 

  ぜひ、ポスター作成をお願いしたいなというふうに思います。ポスター作成にあたっては、

例えば、公募に市民から募ると、そういったことも１つの方法かと思いますので、ポスター

作成については、前向きにお願いしたいと、このように考えております。 

  次に、会場の件ですが、今年も北口市のやっているあの場だと言っていますが、今後もそ

ういうように変わらなく、あそこの場所を借りてやる考えであるのかどうか伺います。 

○経済環境部長（黒﨑淳一君） 

  答えいたします。 

  市長の答弁にもございましたが、平成２８年１０月の「やちまた駅北口市」を「収穫祭」

と称し開催したところ、好評であったため、昨年度「やちまた落花生まつり」につきまして

も、北口市有地で開催した経緯がございます。 

また、「やちまた落花生まつり」の会場の北口市有地につきましては、八街駅にも隣接し

ており、公共交通機関を利用して来場される市内外の方々には利便性もよく、駐車場も同一

敷地内にあることから、イベントを行う際に適した会場であると思われますので、当面の間

は北口市有地での開催を考えておりますが、「やちまた落花生まつり」を充実させ、開催規

模が大きくなり、北口市有地が手狭になった場合などにつきましては、けやきの森公園など

も候補地として実行委員会に諮りながら、今後、検討していきたいと考えております。 

○林 修三君 

  今の答弁のこともわからないではないんですけれども、私的には、北口市がまだあります、

毎月ね。それに加えて、今回、夏の期間にビール祭りというか、地ビールの祭りも入りまし

た。これは全て北口のあの場所です。そこへ今度また落花生まつりが、去年から入っている

んですけれども、何か同じようなイメージで映ってしまうんですよ。こういうイベントとい

うのは、どこかインスピレーションというか、強い印象を与える必要があると思うんですね。 

そこで、先ほどの市長の答弁では、もっと規模が大きくなったらということがありました

けど、規模が大きくなったらじゃなく、するんですよ。目標をだから４千人とかに抑えちゃ

だめです。もっと高く持っていかないと。高く持っていって、しかも場所も考えていこう。

私的には、せっかく市長が購入したけやきの森公園、夏の夏まつりに使ってはいますけれど

も、あの場所に落花生まつりを持っていって盛大にやったらどうなのかなというふうに考え
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ますが、その辺のお考えをお伺いします。 

○経済環境部長（黒﨑淳一君） 

  先ほどもご答弁いたしましたとおり、繰り返しになってしまいますが、確かに落花生まつ

りをさらに盛大にさせていく考えではおります。今の行っている北口市有地の利便性、先ほ

ど申し上げましたように、利便性等を考えて、現在はここで行っておりますが、今後さらに

祭りが大きくなったときには、会場の違う場所での開催も当然検討してまいりたいと考えて

ございます。 

○林 修三君 

  部長さんね、言い方は悪いんだけど、なったときじゃないんです。なるようにするんです

よ。それが大きな目標なんですね。ごめんなさい、言い方が悪くて。そういうように落花生

まつり、生産日本一の落花生ですよ。八街がその日本一の生産地なんですよ。その落花生ま

つりをですよ。そこへ、先ほど、予算の確保をするということがありましたけれど、私は大

きい目標を持ってやってほしい。とりあえず、今のところ拡充していってほしいと思うんで

すが、けやきの森公園については、ぜひ、考えてほしい。 

  もう１つの理由があります。南口ですよ。この八街市の平等化を考えていったときに、な

ぜ北口だけなんですか。南口も考えてやってくださいよ。ということから申し上げて、今後、

ぜひ、会場についてもご検討いただきたい。今年やった後、ご検討いただければというふう

に思います。 

また、予算の確保というような答弁がありました。これは予算増で前向きに考えると解釈

してよろしいんですか。 

○経済環境部長（黒﨑淳一君） 

  先ほども答弁いたしましたとおり、今年度につきましては、チラシの印刷がメインであり、

来年度につきましては、チラシのほか、ポスター等の作成、または会場の設備の充実も含め

て、予算の確保に努めてまいりたいと考えております。 

○林 修三君 

  ぜひ、今年の成功であろう落花生まつりを受けて、来年また行うであろう落花生まつりは、

集客を、いきなりじゃ無理でしょうから、４千から５千から６千ぐらいに上げ、さらにポス

ター等を作成するための予算をぜひ確保していって、もっともっと大きなイベントにしてほ

しいということをお願いしたいと思います。 

  次に、子どもたちなんですけど、今、見ていると、子どもの声がもうちょっとあっていい

のかなと思うんですが、落花生まつりにも、もっとたくさんの子どもに来てもらって、集め

てもいいのかな。でも、子どもの数が減っているから、自然に集まってくることを待ってい

ても、なかなか期待できません。 

  そこで、教育長、学校に子どもたちがおります。保護者を含めて、落花生まつりのチラシ

なり、あるいは子どもにまつりを見に行ったらどうだ。大体落花生を、３年生ですか、小学

校の、実際体験学習で植えているじゃないですか。そういうことも含めて、子どもたちを落
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花生まつりに行ってこいというような方策はできないのか、お伺いします。 

○教育長（加曽利佳信君） 

  答弁いたします。 

子どもたちが八街市の大事な落花生まつりに参加できるようにというご意見だと思います。 

子どもと保護者たちがともに楽しい思い出が、この落花生まつりを通して築けるように、

そして、教育委員会としては、八街に対しての郷土愛が芽生えるような、そういう参加の仕

方ができないものかということを、今後検討してまいりますが、学校、幼稚園等に落花生ま

つりのまずは周知を図ってみたいなと思っておるところです。 

○林 修三君 

  市長をはじめ、八街市がこれだけ落花生まつりを盛大にしたいという力を入れているわけ

ですから、その場所へ子どもたちも、「ぜひ、行くように」ということを先生方を通して働

きかけてほしい。 

教育長もそうかもしれません。黒﨑部長もそうかもしれません。私もそうなんです。子ど

ものときの思い出って何ですか。教育長、何ですか。まず思い出すのは、祭りですよ。私は、

子どもの頃におふくろに連れられて、宵祭り、夜の祭りですか、買ってもらったお面を一生

大事に持っています。その頃を思い出します。あるいは、祭りのときに、私の田舎では、奉

納大相撲というのがあって、子どものときから相撲に参加するんです。私もかたい回しを締

めて、とりました。準優勝しました。ずっと残っています。子どもにインパクトを与えるの

は祭りです。そうすると、祭りを通してふるさと創生なんです。そういう意味でも、やっぱ

り子どもに参加させてあげてほしいと思いますので、ぜひ、校長会あたりで声をかけていっ

てほしいと思いますが、教育長、いかがでしょうか。今、御宿まつりをやっていますよ。い

かがですか。 

○教育長（加曽利佳信君） 

  子どものときの思い出というと、私も、具体的に言うと、あれなんですけども、やっぱり

お祭りというのは自分の印象に残っております。浅間まつりというのがありまして、そこへ

友達と夕方行って、夜店に並んで物を買ったという思い出が非常に強く残っております。 

それが先ほど言いましたのは、私が生まれたところの郷土愛につながったのと同じように、

今の子どもたちにも落花生まつりに参加して、思い出を一生胸の中にしまって、自分が生ま

れ育った八街市を誇りに思うような郷土愛に結び付けるようなことができないのかと、私は

思っております。 

先ほど、議員の方からありましたように、校長会、実行委員会、そして関係部署と連携を

とりながら、この祭りに対しての前向きにＰＲ活動、そして参加するよう周知の方を図って

いきたいと思っております。 

○議長（木村利晴君） 

  質疑中ではございますが、ここで１０分間休憩いたします。 

（休憩 午後 １時５８分） 
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（再開 午後 ２時０８分） 

○議長（木村利晴君） 

  再開します。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  引き続き誠和会、林修三議員の個人質問を許します。 

○林 修三君 

  先般行われました「第１００回全国高校野球」いみじくも決勝に公立高校が残り、大フィ

ーバーを起こしました。この学校は、秋田の金足農業高校だったこともあって、農業振興に

非常に大きな影響を与えたんじゃないのかなと。基幹産業を農業とする八街市にあっても、

大変喜ばしく、暑さを吹き飛ばすニュースでした。 

  そこで、今度は農業について尋ねていきたいと思いますが、農業活性化方策の中で、①休

耕畑の現状と今後の方策についてお伺いいたします。 

○農業委員会事務局長（梅澤孝行君） 

  答弁いたします。 

  平成２９年度に実施いたしました、農地法の規定に基づく農地の利用状況調査結果では、

市内の畑、３千１８３ヘクタールのうち、１０５ヘクタールが休耕畑、農地法で言いますと、

遊休農地となっております。 

  また、今後につきましては、農業委員及び農地利用最適化推進委員並びに農政課と連携を

図りながら、遊休農地の発生防止・解消に努めてまいりたいと考えております。 

○林 修三君 

  今のデータについては、若干減ってきていると解釈してよろしいでしょうか。 

○農業委員会事務局長（梅澤孝行君） 

  答弁いたします。 

畑の遊休農地の推移でございますが、平成２８年度につきましては１１０ヘクタール、平

成２９年度につきましては１０５ヘクタールでございますので、５ヘクタールほど減少して

おります。 

○林 修三君 

  少しでも減っているということで、大変よかったかなと思います。 

  さて、しかしながら、まだまだ残っている休耕畑についてなんですけども、市の花「ひま

わり」とうまく被っていかないのかなと、ちょっと考えるんですが、市の花「ひまわり」促

進のために、ひまわり畑を休耕畑へ活用していくということについては、何か難しい問題が

あるんでしょうか。 

○市長（北村新司君） 

  答弁いたします。 

  遊休農地の活用につきましては、耕作条件のよい農地は担い手への集積を積極的に進め、

遊休農地の発生防止・解消に努めているところでございますが、農地の貸し借りが進まない
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農地の活用策として、ひまわりを作付けすることは、土づくりや雑草抑制にもつながり、活

用策の１つと考えられます。 

  しかしながら、農地の所有者が自ら作付けする場合には制約がございませんが、所有者以

外の方の場合は、農地法上の制約があることや、現にひまわりを緑肥として作付けしている

方のお話では、後処理に手間がかかるということも聞いておりますので、今後の課題として、

調査・研究してまいります。 

○林 修三君 

  できないわけではないけれども、農家の方々との関係があるということですよね。わかり

ました。 

その辺のことはまた課題として残りますが、例えば、市有地、市の土地、ちょっと私が今

頭に浮かぶのは、４区の旧名称富士見台団地がありまして、あそこは、今、市有地になって

います。あそこはシルバー人材センターが定期的に刈り入れをしていただいています。シル

バー人材センターの方々の協力を得るとか、そういった形の中で、あの中ではできないもの

なのかどうか伺います。 

○建設部長（江澤利典君） 

  林議員のおっしゃるとおり、富士見団地跡地ということだと思いますけども、私が経済環

境部にいたときに、北口用地の一部にもひまわりの種をまいた記憶がございます。富士見団

地の跡地ということでございますけども、現在、更地になっているところに、これは課題と

いうことにもなっているんですが、放置車両等がたまにあります。担当課では、今後、ロー

プで入れないようにする方向で考えていたんですが、更地となっている市有地の活用につい

ても、全体的に市の市有地ということで研究しているところでございますけども、林修三議

員のご提案については、現在の市有地の有効活用の観点から、また、先ほど申しました放置

車両の対策にもつながると思われますので、今後、現在の活用策の１つとして考慮していき

たいというふうに考えております。 

○林 修三君 

  ありがとうございます。ぜひ、前向きに検討いただければというふうに思われます。 

  これを言うのは、私は少し迷ったのですが、あそこは四区なんですよ。私の住んでいると

ころなんですよ。地域の協力となってくると、私どもや第４分団の協力が必要になってきま

す。ただ、そこに、例えば、シルバー人材センターとか、あるいは、夏祭りの実行委員会の

方々が夏祭りの会場に、ひまわりを少し持っていこうとかというようなことでの投資をいた

だくと、そういったいろんな方策があろうかと思いますので、前向きにご検討いただきたい、

このように思います。 

さて、ご存じのように、八街市は基幹産業は農業でございますけれども、ひまわり畑だと

か、先ほどの落花生まつりにだとか、こういうにぎわい等に積極的に取り組んでいくには、

農業のさらなる充実が必要なところでございます。高い観点から、そういったことが必要な

んですが、幸いに、ここで北村市長におかれましては、これが幸いと言ってはどこか語弊が
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あるかもしれませんが、このほど千葉県農政審議会委員に就任されたと。そのことについて、

昨日も少しお話がありましたけれども、もう少し詳しく千葉県農政審議会委員について、そ

の構成や活動についてお伺いいたします。 

○市長（北村新司君） 

  答弁いたします。 

  千葉県農政審議会は、知事の諮問機関として、農業に関する基本的施策について総合的に

調査審議し、必要と認める事項を知事に答申し、または建議する審議会であって、審議会の

委員は、県議会委員、農業会議の会議員、学識経験を有する者１６名で組織されております。 

このたび、私は、千葉県市長会の推薦を受けまして千葉県知事より審議会委員として委嘱

されたところでございます。 

審議会では、千葉県の農林水産業に関係する重要な計画等を審議すると伺っておりますの

で、農政審議会の委員として千葉県農業、あるいは八街農業の発展に尽力してまいります。 

○林 修三君 

  市長は、常日頃から農業振興にはかなり力を入れて取り組んでいただいております。ここ

へ来て、県農政審議会委員になられたということは、何か誰かがそういう具合に縁で結び付

けてくれたのかなと考えます。ぜひ、八街市だけとはいかないんでしょうから、大局的な立

場から、今後の農業振興のために、日頃思っている市長の思いを存分に発揮して、ご発言、

ご審議をいただきたいということをお願いしたいと思います。よろしくどうぞお願いいたし

ます。 

  次に、２の子どもたちの希望あふれるまちづくりの（１）子どもたちの教育諸環境整備に

ついての中で、①、八街市の児童生徒の熱中症状況についてお伺いいたします。 

○教育長（加曽利佳信君） 

  答弁いたします。 

  平成３０年度の熱中症発生状況は、８月末までに小学校で２件、中学校で８件、計１０件

の報告がありました。 

  うち救急搬送されたものは１件です。いずれも軽症であり、病院での処置を受けた後、当

日のうちに帰宅しています。 

○林 修三君 

  ２件と８件ということで、よかったかなと思いますが、これからもまだまだ熱中症の起こ

る可能性があります。現に今度の土曜日、中学校は体育祭、小学校は下旬に予定されていま

す。その練習過程とか、そういうときに熱中症にかかるおそれがあります。 

  つい３日前に私の住んでいる、すぐ角のうちが、これは子どもじゃないんですが、救急車

が来て、何だろうと思って、熱中症で運ばれました。そういったことが近くでも発生してい

ますし、これからも予想されます。どうぞ体育祭、運動会を控えた学校では、熱中症につい

ての十分な注意・指導を教育委員会の方からも声かけしてほしいなというような思いますの

で、よろしくどうぞお願いいたします。後手にならないよう、よろしくお願いしたいと思い



 

－１３３－ 

ます。 

②の給食の食中毒の防止に向けた管理体制についてお伺いいたします。 

○教育長（加曽利佳信君） 

  答弁いたします。 

  食中毒の予防には「細菌をつけない、細菌を増やさない、細菌をやっつける」の３原則が

あります。 

  学校給食センターでは、学校給食法に基づいて定められた学校給食衛生管理基準により、

食材の管理、調理方法、配送、配食にわたり徹底した衛生管理を実施することにより、食中

毒予防の３原則を遵守しております。 

  近年、猛暑が続くことも多くなっていますが、夏場の気温の高い時期は、より注意して、

調理業務を実施するよう指導をしております。 

本年度は７月１７日から食中毒警報が発令されており、各学校に衛生管理を徹底するよう

注意を促しております。 

また、年２回、各学校に配置されている給食主任教諭等を対象とした給食研修部会を開催

し、配膳室やコンテナ、食器等の各学校における衛生管理について栄養士が指導を行うほか、

給食補助員説明会においても、衛生管理の徹底を周知しております。 

今後も給食の食中毒の防止に努め、安全で安心な給食を提供してまいりたいと考えており

ます。 

○林 修三君 

  食中毒防止に向けた、今、教育長のお話があったように、７月１７日のそういった防止週

間を絡めて、いろんな指導、あるいは職員に対しての指導を行っているということで、あり

がたいことですが、しかしながら、まだまだ異常気温ですから、何があるか、想定できない

わけでございまして、よりスピーディーな給食配膳、あるいは給食をとるための管理体制が

求められてきます。 

  ２学期が始まったばかりで、この異常気象に対して、特に給食について、給食センターな

り教育委員会から、２学期が始まっていく学校に対しては何か呼びかけをされているのでし

ょうか。 

○教育次長（村山のり子君） 

  猛暑が続いておりまして、食中毒警報も現在発令されているために、調理業務にはより注

意して衛生管理を徹底するよう指導を行っているところでございます。 

  例を申し上げますと、食品が搬入され、食品の検品が終了しましたら、直ちに食品によっ

て冷蔵を行うものは１０度、冷凍するものはマイナス１５度の冷蔵庫に確実に収納し、常温

にさらされる時間をできる限り短くするほか、冷蔵庫の温度管理は午前、午後の１日２回実

施、記録をとっております。 

  また、調理の際には、食品によって異なりますが、中心の温度７５度を１分以上確実に加

熱するなど、衛生管理基準を遵守しているところでございます。 
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  給食の献立においても、夏場には汚染されやすい和え物の献立は減らすなどの工夫もして

いるところでございます。 

  今後も食中毒の防止に努め、安全で安心な給食を提供してまいるとともに、あわせて各学

校へは２学期にも改めて通知し、衛生管理を徹底させたところでございます。 

○林 修三君 

  答弁にありました対応をしていただいて、大変ありがたく思います。 

  献立の工夫、あるいは温度の調整、工夫、そういったことをとっておられるということで、

これからもそういった体制を敷いていってもらいたいと。子どもに食中毒が起こらないよう

に、ましてや、運動会、体育祭等が控えております。そういった中で食中毒のために年２回

の運動会がならなくなってしまったんだということがあってはいけませんので、よろしくお

願いしたいと思います。ありがとうございます。 

次に、これまでも私は何回かにわたって質問させていただきました。（２）八街市教育セ

ンターの充実策についてお尋ねします。 

① 教育センター、９月ですから、上半期の活動状況についてお伺いします。 

○教育長（加曽利佳信君） 

  答弁いたします。 

  八街市教育センターは、教職員の研修を中心として、幼児・児童・生徒の望ましい成長を

目指し、教育の諸問題について調査研究を行うことを目的として、調査研究、教職員研修、

資料収集・作成、教育支援業務等を行っております。 

調査研究事業としては、八街市小学校基礎学力調査の問題作成・実施と分析・考察。八街

市中学校学力向上調査については、分析・考察した結果を、中学校のみならず、小学校にも

周知することで、授業改善につなげられるようにしました。現在は、全国学力・学習状況調

査の分析を行っております。 

教職員研修事業としては、６月に教務主任優良校・優良施設視察研修として、八街市教育

支援センターナチュラル・千葉県子どもと親のサポートセンター・千葉県立生浜高等学校の

視察を通して、長欠・不登校対策について見識を深めました。 

また、夏季休業中には、小学校外国語研修、特別の教科道徳の研修、プログラミング学習

の進め方、若年層講師対象のフレッシュ教員養成講座、教務主任や研究主任など学校を中心

としての活躍が期待されるミドルリーダーの育成研修など、１３講座を開設いたしました。 

講師は、八街市教育委員会の指導主事だけでなく、千葉県教育庁北総教育事務所、千葉県

総合教育センターなど、県の教育機関に加え、学研・ＡＬＴ派遣業者のインタラックなどの

民間企業、首都大学東京の教授など、さまざまな方に依頼をいたしました。参加者は延べ４

２０人にもなりました。 

また、８月２１日の八街市教育講演会は、市内幼・小・中の教員３００人以上が集まり、

教育センターの事業報告と文教大学の会沢教授の講演により大変充実したものとなりました。 

資料収集・作成事業としては、昨年度開設したホームページの充実を図り、さまざまな情
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報を発信できる体制を整えました。また、小学校３・４年生で使用する社会科の副読本「私

たちの八街市」については、新学習指導要領の完全実施に向けて、市内の先生方の力をかり

て全面改訂作業を進めております。 

教育支援業務事業としては、市教育センターの指導主事と指導員が、学校を訪問し、若年

層教諭の指導や相談活動を行っております。 

○林 修三君 

  たくさんの取り組みをしていただいて、大変充実しているなと感じました。特に先生方の

夏休みにおける研修がいろいろと計画、そして実施されておりまして、先生方のプラスにな

ったんじゃないかなと考えます。 

  実は夏休みってなぜあるのかと、この間、テレビでやっていましたけれども、私も意外だ

ったなと。１つ目は、わかったんです。１つ目は、子どもたちの健康、あるいは身体のため

に、無理のない、負担がかからないためにある。これは理解できます。ところが、もう１つ

は、先生方の研修のために夏休みがある。ああ、そうだったんだなと思いました。 

  そこで夏休みにおける先生方の研修というのは、非常に大事であり、かつ、イコール教育

センターの働きが大変重要なポイントを占めているんだなと思いました。 

教育センターは先生方のために、子どもたちのためにある。突き詰めて言えば、２つ、子

どもたちの学力の向上、そして、１つは先生方の教師力の向上、突き詰めれば、もっといっ

ぱいあるんですけども、ということだと思いますが、そこで、今後の教育センターもそれら

を含めて充実化してさらに取り組みをしていかなきゃいけないとは思うんですけれども、次

年度に向けた教育センターの計画についてお伺いいたします。 

○教育長（加曽利佳信君） 

  答弁いたします。 

  現在の教育センターの活動状況及び成果・課題については、さきに答弁したとおりですが、

幼児・児童・生徒の望ましい成長のためのさらなる活動の充実や、学力向上に資する方策の

充実には、教育センター業務の独立した運営が必要であると考えております。 

  また、将来的には、学力向上のみならず、長欠・不登校対策等、教育指導全般を担う部署

としての活動を視野に入れ、今後、そのための具体策を検討してまいります。 

○林 修三君 

  構想というか、大体理解できましたけど、もっと突っ込んで、教育長がこういうような考

えで教育センターをやっていきたいんだと。何かもっとそういったところのお考えはありま

すか。 

○教育長（加曽利佳信君） 

  もう少し具体的にというご意見かと思います。 

  以前から、私、教育センターについては、るる述べさせていただいておりますけども、改

めてお話をさせていただきます。 

  教育センターの課題を鑑みますと、学力向上を図る上でのデータの分析、調査、そして、
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その改善に向けての具体的な組織作りが大きなものとなると思っております。 

  以前から申し上げていますように、教育センターを学力向上の中核的な独立した専門機関

としていきたいなと思ってございます。その実現を早めるために、私の個人的な目途として

は、来年の４月、その体制を整えられればいいなと思ってございます。 

  しかし、そのために、学力に関する調査研究・分析を行う専門のスタッフの配置とか、現

在は嘱託として校長のＯＢである坂本氏に週３日依頼しておるところですけども、それにプ

ラス指導主事等を配置できれば、一番ありがたいなと思ってございますが、今後の展開次第

によります。 

とにかく、教育センターを独立した専門機関として、そこを学力向上の中核的な組織にし

たいということは、改めて申し上げておきたいなと思っております。 

私自身としては、早々にその実現を図りたいと思いますが、幾つかの課題もございますの

で、それを１つ１つ丁寧に対応して解決していきたいなと思います。教育センターを中核的

な位置に設けて、八街市の学力向上、そして最終的には、特別支援、教育相談等も含めた大

きなセンターに作り上げていきたいなと持っております。 

以上です。 

○林 修三君 

  伺いましたところによると、八街市の児童・生徒、子どもたちの学力が高まり、学校も好

きになり、そして、生き生きと生活できるための中核となる教育センターが、できれば独立

した形であってほしいなというようなことだったと思います。 

これには、教育というのは、百年の計といいますが、まさしく時間がかかりますが、教育

センターでも、今から十分な種まきをしておかなくてはなりませんが、現実は教育委員会で

は現状のスタッフ中で身を削って努力しているんですよ。見ていると、本当に気の毒なぐら

いに頑張っていただいている、指導主事さんは、本来の指導主事もあるんですけれども、そ

れ以外の仕事があって、それに加えて教育センターの仕事をしている。そういうところを私

も目にしております。 

ですから、ぜひ、ここは人員配置の問題であるとか、予算も絡んだ問題に発展していきま

す。そういった意味からすると、教育長の任命権者である市長、八街市の教育センターの今

後について、どうお考えでしょうか。 

○市長（北村新司君） 

  教育センターの充実の必要性につきましては、十分私も認識しているところでございます。

そうした意味を含めまして、教育委員会としっかり連携をとりながら、課題解決に向けて、

さらなる努力をしてまいります。 

○林 修三君 

  今、最後の「さらなる」という力強い語尾が印象に残りました。ぜひ、取り組んでいただ

きたいなというふうに思います。 

未来ある子どもの教育環境整備について、ぜひ、前向きに取り組みをしていただくことと、
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それから、冒頭に質問させていただきました、活動あるまちづくりを願うとともに、あわせ

まして、余計なことになりますが、今朝あった北海道の地震、あるいは、日本各地で起こっ

ている自然災害に遭った方々、こういった方々に心からのお見舞いを申し上げながら、私の

今回の質問を終わらせていただきます。どうもありがとうございました。 

○議長（木村利晴君） 

  以上で誠和会、林修三議員の個人質問を終了します。 

  お諮りします。本日の一般質問をこれで終わりにしたいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（木村利晴君） 

  ご異議なしと認めます。 

  本日の会議はこれで終了します。 

  明日７日は午前１０時から本会議を開き、引き続き一般質問を行います。 

  長時間ご苦労さまでした。 

（延会 午後 ２時３６分） 
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○本日の会議に付した事件 

  １．一般質問 

 

 


